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学 長 告 辞
昭和60年度富山大学卒業証書， 修了証書
並びに修了学位記授与式 学長告辞
た だ い ま ， 卒業 証書， 修 了 証 書 あ る い は 修士学位記
を 授与 さ れ ま し た1, 1 87名 に のは る諸君 は ， 富 山 大学
に お け る所定の課程 を終え ， 本 日 こ こ に め で た く 卒業
の 日 を 迎え ら れ た 方 々 で あ り まし て ， 教 職 員 一 同 心 か
ら祝福 を 申 し あ げ ま す 。 諸君 の喜び も き る こ と な が ら
諸君 を 今 日迄養育 さ れ た御父兄 の 方 々 の お喜びは さ ぞ
か し と 推察致 し ま す 。
き て ， 生涯教 育 に く ら べ る と 短 い 期 間 か も知 れ ま せ
ん が， 1 6年 以 上に お よぶ組織的， 系統的教 育を受け学
習に没 頭出 来 た 学校教 育 と云う も の に ， 諸君 の 中 のほ
と ん ど の 人 が別 れを告げ、 る 時 が来 た わけ であ り ま す 。
今学窓 を去 る に あ た り ， 諸君 の胸 に去 来す る 感慨 は ど
ん な も の でし ょ う か。 特 に 自己 の意志 と責任に お い て
自 由間達 に 勉学に ， あ る い は ス ポー ツ や そ の 他の 課外
活動 に 打込 ん だ大学の 四年 間 に お い て 1 6年聞 の集大成
と し て ， 物の見方 な り 考え方を或程度 身 に つけ た 事 と
思 い ま す が， 社 会 に出 る に 当 り 希望 と不安 の 同 居 す る
複雑 な 心境 で あ ろう と 思 い ま す。
な るほ ど ， 諸君を 迎え る 今 日 の社会は ま さ に 激動の
社 会 で あ り ま す。 ご承知 の よう に急激 な 円 高 に よ り 輸
出 産業 は そ の 対 応 に 四苦八苦 で あ り ま す 。 諸君 の就 職
先が内定 し た頃 と は 大変 な 違 い であ り ま す 。 黙 し こ れ
は 円 高 の速度が大 き か った為 で適 当 な所 に安 定 す れ ば
必ず そ の対応が出 来 る こ と は ， 過去 の石油 ショ ッ クを
乗 り 切 っ た 事を み て も わ か り ま す 。 問 題 は貿易摩擦 に
お け る 対 日批判や非難 に どう 対処 し て 行 く か であ り ま
す。 ご承知 の よう に 第1 は そ の 閉鎖性 で あ り ま す 。 自
分 は 集 中 豪雨 的輸出 で稼 ぎ ま く っ て い る の に 自 国 市場
は 閉 ざ し て い る と 云う 非難 で あ り ま す 。 第 2 は 日 本株
式会社論で あ っ て ， 日 本政府 と 産業 界 は一体 で あ り 輸
出 産業 に は 補助金 や税制 の優遇を 与 え ， 輸入 に つ い て
は 政府 が市場 を 閉ざ して囲 内 産 業を保護 し て い る と云
うこ と であ り ま す 。 第 3 は ウ サ ギ小屋論であ り ま す 。
貧弱 な住宅や社会資 本 の下 でひ た す ら企 業の た め に 個
人 の 生 活を犠牲 に し て安 価 な 製品を つ く り 失 業 を 世 界
に 輸出 し て い る と の 非難 であ り ま す 。 第 4 は 防衛タダ
乗 り 論であ り ま し て ， 防衛費 にG N P の 1 % 以下 し か
使 わ ず， 世 界 の平和 と 安 全 に 対す る責任 を 果し て い な
い と云う 非難 であ り ま す 。 第 5 は口先論で， 日 本 は 市
場開放の口約束 だ け で実行を伴 な わ な い と 云 わ れ て お
り ま す 。 こう し た批判， 非難 が窓然、一体 と な っ て日 本
はフ エー ア で な い と云う一大合唱を 形づ く っ て い る わ
け で あ り ま す 。
こ れ ら の 非難 に は不 当 な も の も あ り ま す が， 世 界 中
か ら 原料 と エ ネ ル ギー 資源 を 買 い 集め， 世 界中 に 製品
を 送 り 出 す 日 本 の繁栄 シ ス テ ム と 国 際貿易を め ぐ る 動
向 と の 聞 の緊張関 係を充 分 反 省し なけ れ は、 な り ま せ ん 。
そ し て 21 世紀へ の道 程 に お い て我 々 は絶え ず こ の問題
に 対す る適 切 な 対 応 を 真剣 に 検討 し て行か ね ば な り ま
せ ん 。
加工貿易 の シ ス テ ム は 日 本 が戦前， 戦 後 を 通 じ て 発
展 さ せ て 来 た ， い わ ば国是 と も云え る も の で今後 も 発
展 を は か ら な く て は な り ま せ ん が， 新 技術， 新素材 の
出 現や情報 化 の 進 展 な ど に よ っ て ， こ れ ま での 原料生
産 国 と 製 品 輸出 国 と 云 っ た はっき り し た分化が次 第 に
消滅 し て 行 き ， 原料やエネ ル ギー 資源 の存在 す る と こ
ろ に 工場 がつ く ら れ て行 く 方 向 に あ り ま す。 鉄鋼 や ア
ル ミ 地金 な ど そ の例 で あり ま す。 さ ら に ， 新興 工業国
が製品 輸 出 国 とし て 市場 に 進出して来 ま す。 韓 国 の小
型 車エ ク セ ルが米 国 市場 に 進出 す る の が そ の例 で あ り
つじ】
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ま す 。 こ の よう に 加工貿易 に依存 す る我国 の前途 はき
わ め て 多難 で あ り ま す。 諸君 が社会 の 中堅 と し て 活躍
さ れ る の は 21世紀 であ り ま しょう。 そ こ で は ー固め繁
栄 は世 界 全 体 の繁栄 の 中 に し か求 めら れ な い 事 を充分
考慮 し た 上で＼我 国 の将 来 を どう模索 し て行 く か， 諸
君 に 期待す る所 多大な も のがあ り ま す 。
と こ ろ で， こ れから 殆ん ど の方 が新入 社 員 と し て 社
内教 育 を 受 け る こ と に な る と 思 い ま す 。 社内教 育 と 云
う の は 「 社 員 の能 力向上 と 働 く 意欲 の 高崎 を は か り 会
社 の 発 展 に寄与 し ， ひ い て は 社会 の繁 栄 に貢献す る 」
と云う明確 な 目 的 の下 に 大学 で基礎 を学 ん だ学生 を徹
底 し て再教育 す る こ と であ り ま す 。 企業が最近 の大学
卒業者 に い だい て い る 不 満 は ， 創造性が な い ， 自 立心，
行 動 力 が欠 け て い る ， バイ タ リ テ ィ と チ ャ レ ン ジ精神
が な い 等 であり ま す 。 こ れら は 要す る に ， れや る気”
がな い こ と を な げ い て い る の で あ り ま す 。 ス プー ン で
食べ さ せ て貰う よう な教育 に慣 れ て い て 自 分の頭で考
え たこと がない から独創性 が な い の だ と も云 わ れ て い
ま す。 責任 の一端 は こ れ ま での教 育 に あ る か も し れ ま
せ ん が， こ れ から は諸君 の責任 にお い て ， 新 し い世界
を 切 り 開 く べ〈 自 己 変革 に意欲 を燃 し て欲 し い と 思 い
ま す 。 そ の目標 のーっ と し て ， 将来 もう一つ の専門 と
申 し ま すか 得意 と す る 分 野 を 独学 ま た は研修会への参
加 な ど に よ り 積極 的 に 修得す る こ と を 強 く す す め た い
と 思 い ま す 。 同 じ 分野 の 別 の セ ク シ ョ ン で も よ し ， 全
く 異 っ た分 野 で も よい と 思 い ま す 。 こ れ から のノ、イ テ
ク 時代 で は境界領域や 異業種聞 の交流 は必至 であ り ま
す。 新素材 の 用 途 の 開 発や ， コ ン ビュー タ ー のソフ ト
の開 発 で高 い 能 力 を 発揮 し 素晴ら し い仕 事 を し た 人 の
報 第269号
中 に は7Jlj の専門分 野 の 人 が少 く な い と云 わ れ ていま す 。
ま た会社 に入 る と ， 事 務 系 であ ろう が技術系 であろ
う が， そ れ ぞ れ の 職場て～記、 ずQC (Quality Control 
品質 管理 ） サー ク ル活動が行われ ま す 。 我 国 の 自 動車
工 業が今 日 の隆盛 を み た の は徹底 し た 品質管理 をや っ
たお か げ だ と 云 わ れ てお り ， 諸 外国から 視察 に 来 る 状
態 であ り ま す 。 諸君 も 率先 し て こ の活動 に参 加 し て欲
し い と 思 い ま す 。 そ れ は 管理技術の実際 を 身 に つけ る
ばか り で な し そ の 手法 の数々 が問題解決能 力や創造
性 を 養う上に 非常に 有益 な 示唆 を 含 ん で い る と 思う か
ら で あ り ま す。
最後 に な り ま し た が， 現在 は 国 際関 係や 経済 な どす
べ て 先 が読 め な い 時代 で あ り ま す 。 また， 物よ り こ こ
ろ の 時 代 ， 精神 の構築 の 時 代だ と い わ れ て い ま す 。 人
間疎 外の科学 技術の発達 に よ り ， わ ず か な 経済的余裕
を 手 に入 れ た 半面， 精神的豊 か さ を 失 な っ た と感 じ て
お る 人 が少 な く あ り ま せ ん 。 我 々 は 貧 し さ に 対 す る モ
ラルは持っ てい る が， 余裕がで き て から の歴 史が短か
い せ い か ， 豊 か さ に 対す る モ ラ ル を 持 っ て い な い と 云
わ れ てお り ま す 。 今日 マ スコミに登場 す る陰湿 な いぢ
めや安易 な自殺 等家庭や教師 が積極 的に 対 応 し な け れ
ばなら ない 問題 が諸君 の前途 に 山積 し てお り ま す 。 こ
の 様 な不 透明 な 時代 を 生 き 抜 く た め に 必要 な も の は ，
高学歴 な ど では な く 体 力 と我慢 強 き だ と極 論す る 人 も
い ま す 。 折角 大学 を出 た諸君 の奮起 をう な がす と 共 に ，
そ の 反 証 を 挙 げ て頂 く よう 切望 し ま す 。 どう ぞ く れ ぐ
れ も 健康 に 留意 し頑張 っ て 下 さ いっ
こ れ を も っ て ， 卒業生諸君 への私の は なむ け の言葉
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( 35) 3 ・ 25
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員定 数の標 準 に関 す る 法律施行令の一部 規 員。
を 改正 す る 政令の一部 を 改正す る 政令 0 人事院規則 1 - 1 1 （ 国家 公務 員 等共済組
( 36) 3 ・ 26 合法等 の一部 を 改正す る 法律 （ 昭和60年
0 公 立高 等学校の設置， 適 正配 置 及 び教職 法律 第1 05号 ） の 施行 に伴 う 関 係 人事院規
員定 数の標準 等 に関 す る 法 律施行令のー 員lj の整理に関 す る 規則 の制定 （ 人事院 1
部 を 改正 す る 政令の一部 を 改正す る 政令 3 ・ 8
( 37) 3 ・ 26 0 人事院規則17 - 0 （ 管理職 員 等 の 範囲 ）
0雇用 の分野 に お け る 男 女 の均 等 な機会及 の一部 を 改正 す る 規則 （ 人事院17- 0 一
び待遇 の確 保 を促 進す る た め の学働 省関 5 ) 3 . 10 
係法律の整備等に関 す る 法律の施行に伴 o 人事院規 則 10一7 （ 女子職 員 及 び年少職
う関 係政令の整備 に関 す る 政令 （ 50 ) 3 ・ 2 8 員 の健康， 安 全 及 び福祉 ） の一部 を 改正
o 国民年 金 法施行令等の一部 を 改正す る 等 す る 規則 （ 人事院10一7 - 1 )  3・ 1 5
の政令 （ 53) 3 ・ 2 8 0 人事院規 則 1 5 -1 1 （職 員 の休暇 ） の一部
0 国民年金法等の一部 を 改正す る 法律の施 を 改正 す る 規則 （ 人事院1 5 - 11- 1 )  3・15
行 に伴 う経過措 置 に関 す る 政令 （ 54 ) 3 . 2 8  0 人事院規 則1 5 - 12 （ 非常勤職 員 の勤務 時
o 国家 公務員 等共済組合 法施行令等の一部 間 及 び休暇 ） の一部 を 改正す る 規則 （ 人
を 改正 す る 等 の政令 （ 55) 3 . 2 8  事院1 5 - 1 2 - 1 ) 3・1 5
0 国家 公務員 等共済組合 法 等 の一部 を 改正 0 会計検査 院事務総局事務分掌 及 び分課規
す る 法律の施行に伴 う経過措 置 に関 す る 則 の一部 を 改正 す る 規 則 （ 会計検査 院 1 ) 3 . 20 
政令 （ 56) 3 ・ 2 8 0 人 事院規則 8 -1 8  （採用 試 験 ） の一部 を
改正す る 規則lj （ 人事院 8- 1 8 - 3 ) 3 . 20 
府 � 0 人事院規則 16 0 （職 員 の災害補償 ） の
0寒冷 地手 当 支 給規 則 の一部 を 改正す る 総 一部 を 改正す る 規則 （ 人事院1 6一 0 - 2 ) 3 ・ 3 1
理府令 （ 総理 8 ) 3 . 8 0 人事院規則1 6 - 4 （ 補償 及 び福祉施設の
実 施 ） の一部 を 改正 す る 規則 （ 人事院1 6
省
�岳3、 - 4 - 2 )  3 ・ 31
0雇用保 険 法施行規則 の一部 を 改正す る 省
令 （労 働 4 ) 3 ・ 3 1S 示
0 通算年金通則 法の規定 に よ る 通算 対 象期 o 昭和61年度大学入学資格検定 の施行期 日
聞 の確認に関 す る 省 令 を 廃止 す る 省 令 等 を 告示 す る 件 （ 文部31) 3 ・ 7
（ 大蔵 ・ 文部 ・ 厚生 ・ 農林水産・ 自 治 1 ) 3 ・ 29 0 勤労者財産形成年金貯蓄 に 係 る 金融 機関
o 国 民年 金 法施行規則 等 の一部 を 改正 す る の 金 利 の 最高限度に関 す る 件 の一部 を 改
省 令 （ 厚生 17) 3 . 29 正 す る 件 （ 大蔵40) 3 . 1 2  
0 文部 省 設置法施行規 則 の一部 を 改正 す る 0 昭和 6 1 年 度 の 司 書及 び 司 書補 の 講習 を 委
省 令 の 一部 を 改正 す る 省令 （ 文部 6 ) 3 . 3 1  嘱 し た 件 （ 文部37) 3 . 20 
0 国 立 大学 の 大学 附置 の研究所の研究部門 0 出納 官 史事務規程 第 1 6 条 に 規定 す る 外国
に関 す る 省 令 の一部 を 改正す る 省令 （ 文 貨弊換 算率 を定 め る 等 の件 の一部 を 改正
部 7 ) 3 ・31 す る 件 （ 大蔵57) 3 . 27 
0 公立 義務教育諸 学校の学級編 制 及 び教職 0児童 手 当 法 第 2 1条 第 2 項の規定 に 基 づき
員 定 数 の 標 準 に関 す る 法律施行規 則 等 の 昭和61年度に お け る拠 出 金率を定 め る 件
一部 を 改正す る 省 令 （ 文部 9 ) 3 ・ 3 1 （ 厚生 5 1) 3 ・ 27
0 国家 公務 員 等共済組 合法施行規 則 の一部
を 改正す る 省 令 （ 大蔵 8 ) 3 ・ 31
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毎年， 外 国 の政府 ・ 研究機関・ 団体等か ら 留学 生 ・
研究 員 等の募集 が数 多 く 行 わ れ本学に も 多 く の通知 が
入っ てい ま す が， 参考 ま で に 昭和 60年度に通知 の あっ
た も の を ま と め て み ま し た 。
は募集 し ない も の も あ り ， ま た こ の他に も 各種財 団 等
か ら募集 が あ る 場合 も あ り ま す の で， こ の点 お 含み お
き の 上参考に し て 下 さ い。
な お ， こ れ ら の募集通知 に つ い て は ， 毎年一定 し て
い る も の でなし そ の年度 に よ っ て 若 干 の 変 更 あ る い
募集 要項等の詳細 は ， 各 部局 の庶務係 に お 問 い 合わ
せ下 さ い 。
関 係 国 名 称
ア イル ｜ア ルル ランド政府奨
ランド｜学金留学生
募集 人 員 ｜ 専 攻 分 野
l名 l制限 なし















































6名｜医学，生物学，生 化学， ｜ ・ 博士号取得者
生 理学 ， 歯学， 薬学及び卜 35歳以下の者
獣医学等関 連分野
人文科学．社会科学．自｜大学院在籍の学生 ，
然科学，応用科学（米国 ｜博士号 を 有き ない若
の研究，日本 の研究， 太｜手大 学教員 を対 象と
平洋地域の政治 ・ 経済関｜す る 。
係、 現代技術社会の諸問｜ ・ 大学卒 業者
題 ， 教育の 箇際化の領域卜 34歳以下の者優先
が望ま し い 。）
待 遇














駐 日 ア イルラン
ド 大使館
( 3 月 ）
文部省学術国際
局留学生課
( 1 月 ）
－期間 1 年間 ｜ 日本学術会議
・滞在費 年額 I ( i 2 月 ）
1 8,000～ 22,000 
ドル
・ 往復旅費支給
・ 期 間 1 年間 ｜日米教育委員 会
・ 往復旅費，生活費， ｜ ( 3月）
授 業料， 家 賃等支給
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イ 若手研究員プ ロ 同 上 4 年制大学の専任の － 期 間 9 ヶ月間
グ ラム 助教授， 講師又 は助 － 往復旅費
支
， 生活費，
ト 手 を対象 と す る 。 家 賃 等 給
. 3 ヶ月以上継続し
奨 た 渡 米経験の な い
者
学 上級研究員プ ロ 人文 ・ 社会科学分野 4 年制大学の専任の ・ 期 間 3～9ヶ月
生 グ ラム 教授 又 は助教授 を 対 間象 と す る 。 － 往復旅費． 生 活費，
・ 米国 人 と の共同研 家 賃 等支給
究 を 特に 奨励
. 55歳以下の者優先
大学教員 を 対象 人文科学， 社 会科学． 自 . 4 年市I）大学の専任 － 往復旅 費支給
と し た 旅 費 支 給 然科学， 応 用 科学 教員で米国高等教
奨 学金 育研究機関 ら 招へ
い を 受けている 者
. 55歳以下の者優先
イス ラ イス ラエル政府奨学 若干名 市I)限 な し － 大学卒業者 （含む － 期 間 9ヶ月間 （ 財 ） 日 本 国際教
エル 金留学生 見込者） ・ 奨 学金 月額 育 協 会留 学相談
. 35歳 未満の 者 250 ド1レ セ ン タ ー
－ 授業料免除 駐 日 イス ラエル
大使館
(12 月 ）
イタ リア イタリ ア 政府 奨 学金 1 7名 人文科学， 社会科学， 自 － 大学卒業者 － 期 間 1 学年 間 （ 場 （ 財 ） 日 本 国際教
留学生 然科学， 芸術（美術， 音 合 に よ っ て は2 学 育協 会留学相談
楽等 ） 年 間 ） セ ン タ ー
・滞在費 月額 イタ リ ア 文化 会
600, 000 リ ラ 自官
－ 往復航空券支給 ( 2 月 ）
－ 健康傷害保険料支
絵
イン ド イン ド政府奨 学金留 6 名 人文 科学， 社 会科学， 自 ・大学卒業者 （ 含む － 期 間 2 年 間 （ 財 ） 日 本 国際教
学金留学生 然科学． 芸術 見込 者 ） － 滞在費 月額 育協 会留学相談
600～ 750 ルビー セ ン タ ー
－ 書籍代支給 駐 日 イン ド大使
－ 授業料， 受験料等 自宮
納付金免除 ( 1 月 ）
オ ース オ ース ト リア 政府奨 4 名 人 文科学． 社会科学， 自 ・ 大学の学部 2 年 次 － 期 間 9ヶ月間 （ 財 ） 日 本 国際教
トリ ア 学金留学生 然科学 修 了以上の学歴を － 奨学金 月額 育協会留学相談
有 す る 者 5 ,700～7, 200 オ セ ン タ ー
. 20歳以上35歳以下 ース トリ ア シ リ ン 駐 日 オ ース ト リ
の 者 グ ア 大使館
－ 渡航費一部補助 ( 1 月 ）
カナダ カナダ大学院留学 約5 名 － 人文 ・ 社 会科学におけ 学位奨学金 －期 間 1 年 間 カナダ大使館
る カナダ研究 及 び カナ カナダの大学院の － 往復航空貨， 支度 ( 6 月 ）
ダ比較研究 修 士 又 は博士課程 金， 授業料支給
・カナダの 音楽， 美術 で研究 を 希望 す る － 毎月 600 ドルの 経
工芸， 建築， 彫刻， テ’ 35歳ま での学士号 費と生活費， 医療
ザイン 及 び芸術理論 又 は修 士号の取得 保険費支給
－ 自 然、科学 と 工学の諸分 者（取得予定者 を
野 で カナダなけ れば研 含む。 ）
究 で き な い も の 研究奨学金 － 期 間 8 ヶ月～
大学院の修 士 又 は 1年間
博士課程 に在籍す － 往復航空貨， 支度
る 35歳ま で の 者 で， 金， 授業料支給
課 程修 了 のため カ － 毎月 600 ドルの経
ナダの大学院へ留 費 と 生活費． 医療
学 を 希望 す る 者 保険費支給
研究資金 － 期 間 4 ヶ月～
博士号又 は同等の 1年 間
学問的地位の取得 ・ 往復航空賃， 支度
者 金支給
芸術家の場合 は長 － 毎月 1 , 200 ドルの
年一流の芸術家 と 研究費 と 生 活費，
し て活動 を 続けて 医療保険費支給
い る 者
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ス イス ス イス 政府奨学金留 3 名 人 文科学， 社会科学， 自 － 大学院在 学者又は －期 間 9ヶ月 間 （ 財 ） 日本 国際教
学生 然科学， 芸 術 大学卒業後大 学 で － 奨 学金 月 額 育 協 会留学相談
教育 ・ 研究に 従拳 900～ 1 , 250 ス イ セ ン タ ー
し て いる 者 ス フ フ ン 駐日ス イス 大使




ス ウェ ス ウ ェ ー デン 政府奨 1名 人文科学， 社会科学． 自 －大学卒業者 （含む －期 間 8 ヶ月 間 （ 財 ） 日本国際教
ー デン 学金留学生 然科学 見込者） －奨 学金 月 額 育 協 会留学相談
3 .510 ス ウ ェ ー デ セ ン タ ー
ン ク ロ ー ネ 駐日ス ウ ェ ー デ
－ 登録料免除 ン 大使館
－傷害保険付保される (12 月 ）
・渡航費一部支給
タ イ Swedish Institute スウ ェ ー デ ン 以 外の国に － 年令制 限なし － 期 間 3 ～ 4 ヶ月 Swedish 
奨学金留学生 おいて は ， 十分な研究 が 間から 3 学年以 内 Institute 
できない分 野 －奨 学 金 月 額 (10 月 ）
3 ,510ス ウェー デ
ンク ロ ーネ
タ イ タ イ政府奨学金留 学 フェロー 人文科学， 社会科学， 自 ・ フェロ ー シ ッ プ ・ ブエローシップ （ 財 ） 日 本国際教
生 シッ プ 然科学． 美 術 大学卒業者 （ 含む 期 間 2 年 間1 育 協 会留学相談
6 名 見込 者 ） 給費 年額 セン タ ー
ス カ ラ ー － ス カ ラ ー シ ッ プ 40 , 000 パー ツ 駐日夕イ大使館
シソ7• 高校卒業者 「含む － ス カラー シッ プ ( 1月 ）
4 名 見込者 ） で30歳 を 期 間 l～ 6 年 間
超えない者 ） 給 費 年額
20 ,000 ノ〈ーツ
チェコス チェコス ロ パキア 政 4 名 人 文科学． 社会科学． 自 ・ 大学卒業者 － 期 間 2 年 間 駐日 チェコス ロ
ロノくキア 府奨学金留学生 然科学． 芸術 . 35歳未満の者 － 奨 学 金 月 額 パキア 大使館
1 , 400チェコクラ ( 7月 ）
ウン
－医療費無料
7守 ン マー デン マーク政府奨 学 6 名 人文科学， 社会科学， 自 － 大学 3 年 次以上在 － 期 間 8 ヶ月 間 （ 財 ） 日 本 国際教
ク 金留学生 然科学， 芸術 学者 及び卒業者 ・ 奨学金 月 額 育 協 会留学相談
3 , 8 90 デ ン マー ク セン タ ー
クローネ 駐日 デ ン マー ク
・1帝国旅費一部支給 大使館
－健康保険付保きれる (12月 ）
ドイツ連 ドイツ 学術交流会 35 名 独語， f虫文学， 人文科学， － 昭和28年10 月 2 日 －期 間 1 年 間 （ 財 ） 日本 国 際教
邦共和国 (DA A D） 奨 学 金 社 会科学． 自 然科学， 芸 以降に出 生 の 者 － 給 費 月 額 育 協 会留学相談
留学生 術 （ 音楽． 美 術 ） ・ 人文・社会科学， 8 70～ 980 ドイツ マ セ ン タ ー
独語， 独文学専攻 lレク DA A D東京事
原則として修 士 －家族手当． 支度料， 務所
課程在学者 又 は 専 門 書籍代， 往復 ( 8 月 ）
それ以上の学歴 旅 費 支給
を 有する 者 －入 学 金． 授業料，
－ 自 然科学専攻 実験 費等免除
修 士課程修 了 者 －傷害及び個 人賠償
（ 含む 見込 者 ） 責任 保険付保され






ドイツ語担当教員の 1 5 名 ドイツ語教育 －国立の 大学等に お ・期 間 約 3 ヶ月 間 文部省 学術国際
ドイツ派遣 いて ドイツ語教育 －滞在 費 及び研修 縫 局国際教育文化






受けた こ と のない
者 （私 費 を 除 〈 。）
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トルコ ｜ トルコ政府奨学金留
学生

























. 20歳以上35歳以下｜・期間 9ヶ月間 ｜（財）日本国際教
の者 ｜・滞在費 月額 ｜育協会留学相談
．大学3年次以上 I 3,900ノルウェ→センター
クローネ ｜駐 日 ノル ウ ェ ー
・授業料免除 ｜大使館
・着後手当， 書籍手｜ ( 2月）
当支給
－期間 1 学年間 ｜（財）日本国際教
・生活費，書籍代， ｜ 育協会留学相談
研究旅費支給 ｜センター














警 ｜ フィ ン ラ ン ド 誇，
金 ｜フィンランド文
留！化研究のためのi i 特別 奨学金
4名｜人文科学，社会科学，自 ｜ ・大学卒業者




－宿舎提供 ｜駐 日ハ ン ガ リ ー
・医療費無料 ｜大使館
－ 園内研究旅 費支給｜ ( 7月）
2 名 ｜ 人文科学．社会科学，自 ｜ ・大学豆F業者 （ 含む ｜ ・期間4～9ヶ月間｜（財）日本国際教
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ベ ルギー ベルギ一政府奨学金 4 名程度 哲学， 歴史学， 文献学， ・大学卒業者 － 期間 l学年間 （財）日本国際教
留学生 社会学， 心理学， 教育学， . 35歳未 満の者 － 奨学 金 月額 育協会留学相談
法学， 政治学， 経済学， 14 .000 ～18.000 センター
数
質
学， 物理学， 化学． 地 ベルギーワラン 駐日 ベル ギ一大
学， I也理学， 生物学， － 帰国旅 費支給 使館
動物学． 植物学， 医学， － 授 業料等支給 ( 5 月 ）
獣医学， 薬学、 工学， 農 － 図書教材 費支 給
学． 芸術 － 国 内 研究用鉄道無
料切符交付
－ 傷害疾病保険付保
ポー ラ ン ポーラ ンド政府奨学 4 名 人文 ・ 自 然科学 ・大学卒業者（含む － 期間 2 年間 （ 財）日 本国際教
ド 金留学生 見込者 ） ． 奨学金 月 額 育協 会留学相談
. 35歳未 満の者 11 , 300 ズロチ センタ ー
－ 書籍代支給 (12 月 ）
ポラ
コペルニ ク ス ・ 10 名 天文学， 物理学， 数学， － 大学卒業者 ・期間1 2ヶ月間以 内 （ 財）日 本国際教
フ ェ ロ ー シ ッ プ 哲学， 社 会学． 経済学， － 奨学金 月 額 育協会留学相談
ノ 科学史 9, 300～1 1司625 センタ ー
／ ド ズロチ ( I 月）
ニL － 宿舎費． 食費支給オ、 ス ラ ブ研究ウェ 5 名 ポーラ ンドの哲学やポー － 授 業料， 医療費 免;z_ ロ シ ＂／ 7" ラ ンド文化の広い範聞のコ 除
7 分野に おける ス ラブ研究’ 
メキシ コ メキシ コ政府交換留 若干名 財 政， 経済． 文学， 歴史 － 大学院 博士課程夜 － 期間 10ヶ月間 （財 ） 日本国際教学生 医学， 農学等 学者又 は 修 了 者， － 滞在費 月額 育協 会留学相談あるいは 大学卒業 4 5 , 0 00 メキ シ コ・ セ ンタ ー
後大学等 で教育 ・ ，.，－：＿ソ ( 4 月 ）研究に従事してい ・ 入学料， 授業料 免る者 除. 40歳未 満の者 － 医療保険， 傷害保・ 単身でメキシ コに 険付保 さ れる渡航． 滞在 で き る － 往復j度航費 支 給者
ユーゴ ス ユー ゴ ス ラ ピ ア 政府 人文科学， 社 会判＂'t. 文 － 大学 卒業者 （ 含む ・期
奨




）日 本国際教ラビア 奨学金留学生 化（ユーゴ ス ラビア の 大 見込者） 学金 月 額 会留学相談ヴニで受入れ可能な分野 . 40歳未 満の者 1 7 ,000 ディナール センタ ー（ 1 1 月 ）
連合王国 国立大学等英語教育 約 8 名 英語教育 － 国立大学等に お い ・期間 約2 ヶ月間 文部省学術国 際担当 教員の連合王国 て 英語教育 を担当 － 滞 在 費 支 給 局 国際教育文化
派遣 する専任教員 － 往復航空貨支 給 課. 30歳以上50歳以下 ( 1 月 ）の者








昭和61年度富 山 大学第 2 次 入 学試 験 は ， 去 る 3 月 4
日 （火） 5 日 （水）両 日にわ た り 実施され た 。
志願者は 4, 079 名 で， 県 内 高 等学校 出 身 者 1,88 6名
（ 男 子 1, 139 名 ， 女子 747名 ）で全体の46%， 現役は
3' 160名 （ 男子 2 , 198 名 ， 女子962名 ） で全体の77%で
し た 。 ま た ， 合格者 の発表は ， 3 月 1 3 日（本）午前 9 時 本
学 で行わ れ， 合格者 1 , 376名 の 内 訳 を み る と 県 内 高 等
学校 出 身 者 776名 （ 男子 413 名 ， 女�f 363名） で全体
の56%であ り 昨年 を若干下 回 り ま し た 。
な お， 理学部物理学科にお いて第 2 次募集 （ 入学定
員1 2名 を 留保）が 実施さ れ， 合格者 の発表 は ， 3 月 29
日（士）午前 9 時 本 学 で行 わ れ ま し た 。
nu 
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人 文 十Aι 科 95 354 331 23 96  
人
圭ロ五口 品寸以－．- 文 十.＞－＂ι 科 95 244 231 13 95 
文
計 190 598 562 36 1 9 1  
小 学 校 教 員 養 成 課 程 140 159 159 。 139  
教 中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 122 1 19 3 50 
育 養護学校 教 員 養成課程 20 49 48 1 2 1  
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 93 90 3 30 
5十 240 423 416  7 240 
経 済 AナLι 科 144 352 ( 17) 330 ( 22 ( 0) 144 ( 9) 
畳 間 主 主主 斤昌,,_ 学 科 124 433 ( 4 1 5  ( 1 6) 18 ( 0) 12 4 (  9) 
r生吐1ニ コ ー ス 経 営 法 学 科 102 0) 723 ( 0) 48 ( O) 102 ( 0) 
計 370 1 , 556 ( l , 468 ( 88 ( 0) 370 ( 18) 
*'ii. i斉 ぶ寸且．ー 干ュト 20 44 ( 22) 43 ( 21) 1 ( 1) 20( 13) 
夜 間 主 存主 メ呂'-'- 品寸んー・ 科 20 45 ( 44 ( 24) 1 ( 1) 20( 18) 
i斉
コ ー ス 経 営 法 学 科 20 42 ( 16) 41 ( 1 ( 1) 20( 9) 
計 60 131 ( 63) 128 ( 60) 3 ( 3) 60( 40) 
数 学 科 43 64 62 2 43 
物 理 Aナ主4 科 47 1 55 ( 109) 1 52 ( 109) 3 47 ( 12) 
fじ λ寸uー， 科 43 69 69 。 44 
理
生 物 ぶ寸且ー． 科 35 66 66 。 35  
地 E求 科 戸寸且ー， 千ヰ 32 84 84 。 32 
計 200 438 433 5 20 1 
電 λZー1－ 工 学 干ヰ 53 154 1 54 。 53 
工 業 化 十- 科 48 146 1 38 8 48  
金 属 工 学 科 43 1 97 1 94 3 43 
工 機 械 工 主寸且．ー 科 53 1 64 158 6 53 
生 産 機 械 工学 科 43 202 200 2 43 
fじ 会寸主主ー． 工 A十,,_ 科 43 109 105 4 43 
電 子 工 A寸＂.： 科 43 70 67 3 43 
計 326 1, 042 1, 016 26 326 
ム口、 言十 1, 386 4'1 88 4 , 023 165 1, 388 
注 1 経済 学部「畳 間 主コー ス」の（） 内 は 推薦入学志願 者 ・受験 者 ・欠 席 者 ・ 合格者 の 内数 を 示 す 。
2 経 済学部 「夜 間主 コ ー ス」の（ ） 内 は 推薦入学及 び社 会 人 等 の特別 選 抜志願者 ・ 受験 者 ・ 欠 席 者 ・合格者
の 内数 を 示す 。
3 理学部物理 学科の（） 内 は 第 2 次募集 入学志願者 ・ 受験者 ・合格者 の 内数 を 示 す 。
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昭和60年度富山大学卒業証書， 修了証書
並びに修士学位記授与式の挙行
昭和60年 度 富 山 大学卒業証書， 修了 証書並 びに 修士 です。
学位記授与 式 は ， 3 月 25 日 （ 火） 午 前10時か ら 富 山 市
公 会堂 に お い て 挙行 さ れ， 証書授与 に 先立 ち ， 本学 フ
ィ ル ハーモニー管弦楽団に よ る 演奏が行わ れ ま した 。
当 日 は快晴 の も と ， 式終了後 の 公 会堂 前 で は 各 ク ラ
ブの後輩た ち に よ る 胴上げ， 記念撮影な ど が見 ら れ ，
引 き 続 き 各 学部ご と の卒業記念祝賀 会 が 各 会場 で 執り
行 わ れ ま し た 。
ま た ， 午前1 1 時 す ぎ か ら 公会堂 別 館 301会議室に お
い て 名 誉教授 と の 懇談会が開 催 さ れ， 大井学 長か ら 最
近 に お け る 本学の状況等 に つい て説明 が あ った 後， そ
れ ぞ れ 出 席 の 名 誉教授か ら 個 々 の近況な ど に つ い て 懇
談 が な さ れ ， 和やか な 雰 囲 気 のう ち に 終 了しま し た。
な お ， 大学院の学位記 を 授 与 さ れ た 者 は 次 の と お り
昭和60年度 富山大学大学院理学研究科（修士課程）修了者
専 攻 入学年度 氏 名 三面2開2、 文 題
数 学 昭和 59年度 多 鍋 浩 二 On Pfister forms 
( 2 名 ） II 番 匠 栄 一 超球の 正則自己写像 と そ の ite ratesに つ い て
II 上 野 ’甚tニ�－、 司 Sm Ni 及 び SmCu2化合物の電気的 ・ 磁 気 的性質
II 賀 JI\ 善 裕 高 分解能電子 顕微鏡 に よ る 微小 欠陥の研究
目
II 栗 山 祐 ’申じa、 星 間 分子 の 実験 室での分光 一13CH30Hのマ イ ク ロ 波分光 一
物理学
II 杉 政 史 t告 関空間上での位相不変量
( 7 名 ）
II 高 島 1告 司 強い 外場 の 中 の フ ェ ル ミ オ ン
II 平 回 イ｜多 レ ーザ 一分光に よ る 分子の振動 励起状態 の研究
第269号
II 宮 崎 政 志 チ タ ン 酸ノ 〈 リ ウ ム に お け る 表面 層 の X線二結晶 法 に よ る 研究
II j南
II il 
化 学 II 田
( 6 名 ） II 刀t





水 中 に お け る 有機 イ オ ン の イ オ ン 会合 に つ い て




























( a二単座配位子， tmd＝ テ ト ラ メ チレンジア ミ ン ）烈錯
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昭和 59年度 )j;j 』ヲ上kじ－ ラ7長, 人 多 成分系ビスマス モ リ ブ テン般化物 触棋の構造と 作用 機構
II 花 染 功 アニリン誘 導体の1sN- nmrス ペ ク ト ル
II 春 見 達 郎 ウ シ ガエ ルにお け る Ca の吸収 一吸収 部位 と カ ル シ ト ニンー
生物学
II 藤 鼠 真 之 ウ ニ未受精卵の 酸性海 水抽出 物の 分 離 なら びに そ の 作用 に つ い て
( 3 名 ）
II 呂 岸 E日ヨ 子 ウニ幼生 の骨片 形 成に及ぼす界面活性剤の影響
t也 王求 II 斎 藤 好 弘 氷笥の研究
科 学
( 2 名 ） II 森 田 弘 之 中新世岩稲層の地質学・岩石学的 研究
昭和60年度 富山大学大学院工学研究科（修士課程）修了者
専 よ女 入学年度 氏 名 iif' 冊 文 題 名
昭和59年度 大 坪 ←D<. φ .. 交流ノ〈イ ア ス法 による磁気 記録再 生 の計算機 シ ミ ュレ ー シ ョン
II 作 田 手lj 日召 呼吸制御 によるα波 発生機構の解析
電気工
II 一 箇 喜与？［； 多 重 く ま 取 り 効果を利 用 し た相数変換 器に関する 研究
学専攻
II j賓 崎 閉磁路型単相交流リニ ア ア ク チ ュエ ー タ に関する 研究
( 6名）
II 堀 国 i刑 副腎皮質系 ホ ルモンの計算機シミュレー シ ョン
II 松 村 耕 志 コ オ ロ ギ と 数種の直題 目昆虫 にお け る 発音 機構の比較







キ ル ハ ラ イ ド 系 に よ る石炭 の可 溶 化石炭モデル物質 に よ る反
II 伊佐地 啓 史 水素電極反応、 の機作の実験的 確定法 な ら びに セ ルの試 作 に 関 する 研究
II 今 井 徹 活性炭 による環 境中 メ タノ ー ル除去 に 関 する 研 究





〕 ア ズ レンー 2.4 ー ジカルボキ シ レ ー ト の合
成 と 物性 及 び ア ズ レン の転移 反 応 に 関 する 研究
工業化 II 3火 田 善三郎 置換 アゾキ シ ベンゼン類の 合 成法 に つ い て





元 メ チ ル化
物
反応
一 香族 エ ー ル と 環 化合 な どの反応 一
( 1 1 名 ） II 金 山 良 成 Thermal df�yc ond ensat ion in sol id stat e of N-h yd roxyalkyl 2 -i mida zoli one 
II 中 嶋 利 ナフタ レ ン に よ る 液 抽々出 一回 液分 離法に よ る 金 属 微 量 分析
II 中 山 和 也 1 － アントラキノンス ル フ ェン酸の化学反応性 に関する 研究





,12 ー ジ オン（ キノン） 及 び 5 ー ブ ロ
ム誘導 体 の 合 と に 関 する 研
II ＂＂＝七l i畢 立ー 桔f Stud ies on the Ei -R ea ct i on Mecha ni sm of the Sul foxid es 
II 嘉 藤 雅 記 鉛バ ッ テ リ ー ス ラ イ ム の湿 式処理プ ロ セ ス に 関 する 研究
金 属 工 II 杉 本 育 �L 発す
生 ガ ス 分析 ， 定電位 電解法 によるMno, MnFe 2 0 4の炭 素熱還元 に 関
る 研究
円ぺU1『A
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学専攻 昭和59年度 出 本 敏 貴
( 10名 ） II 土 岐 浩 之
II 中木 和 夫
II 福 持 泰 明
II 古 野 良 一
II 山 中 秀 行
II 山 本 公 俊
II 葉 英 華
機械工 II 紺 谷 隆
学専攻
( 2 名 ） II 佐 々 木 義 雄
II 狭 川 直 之
生産機
I I  氷 回 可 彦
械工学
II 宮 前 宗 裕
専 攻
( 4 名 ） II 山 林 稔 j台
II 荻 下 雅 敏
化学工
I I  笹 井 丈 博
学専攻
II 中 回 修 一
( 4 名 ）
II 苗 回 則 義
II 石 丸 信 雄
電子工 I I  藤 本 易 史
学専攻 II 古 瀬 正 j告
( 5 名 ） II 南 0 一－一
II r邑� 回 努
学 報 第 269号
非金属分散型ア ル ミ ニ ウ ム 複合材料に 関す る 研究
水蒸気雰間気に お け る 鉄 ク ロ ム， ニ ッ ケル合金 の選択酸化
発生 ガス 分析法に よ る NiFe 2 0 4 のCH 4 還元 に 関す る 研究
s I を 過剰に 含むA Z 一Mg z S i 合金の粒界破断に 及ほす結晶粒径の影響
硫化 コ バル ト 鉱の 湿式処理に 関す る 研究
高温高速高荷重下 に お け る 軸受鋼の 焼戻硬度の軟化現象
A£3＋ イ オ ン の 溶媒抽 出 に 関す る 研究
極低炭素冷延鋼板の再結晶集合組織に お よ ぽす微量元素の影響

















渉に つ い て
ア ル ミ ニ ウ ム 合金の熱間押出 メ タ ル フ ロ ーか ら み た 型設計に 関す る 研究
オ プ ト エ レ ク ト ロ ニ ク ス に お け る 微小量計測 シ ス テ ム の研究
超塑性7475合金の拡散接合性に 関す る 基礎的研究
熱問押 出 用 夕、イ ス の形状 と 負 荷応力 分布 に 関す る 研究
偏心二重管環状部流れに お け る 輸送現象
静電場に お け る 粘土層 内 の液状水移動に 関す る 研究
塩 ビ重合の暴走 阻止一最適操作の知識工学的探索
コ相流動層型生物膜廃水処理装置に よ る B 0 D 処理操作の検討
電子エ ネ ルギ一損失分光法に よ る S i上のGeの初期成長の研究
図書 目 録 カ ー ドの書誌情報の認識 と 分類
多 く の 負 荷素子 を持つ小形指向性ア ン テナに 関す る 研究
強誘電性液晶 セ ルに お け る 分子配列の電界誘起変形の研究
ス バ ッ タ法に よ る 垂直磁気記録用磁性薄膜の研究
財団等に よ る 研究助成関係の募集のお知らせ
昭和60年度に 各種財団等か ら 本学に 通知 の あ り ま し
た研究助 成等の募集は 次の と お り です 。
な お ， こ れ ら の募集通知 は毎年一定 し て い る も ので
は な し その年に よ っ て若干の変更 あ る い は募集 し な
い も の， ま た こ の他に も 関係部局へ直接送付 さ れ る も
- 14 -
の も あ り ま すの で， この点 に つ い て お含みお き の上参
考に し て く だ さ い 。
募集要項等の詳細は， 各部局 の庶務 （ 総務 ） 係へ問
い合せ願い ま す 。
昭和61年 4 月 1日発行 学 報 第269号
名 称 ｜ 対 象 分 野 対 象 者 助 成 金 額
O総額 2 , 500万円
* I ～ V 
1 f牛 に つ き 100万円
* Vl  
l f牛に つ き 100万円
研究活動助 成 I I 宗 教協力 に 関 す ｜ 制 限 な し
（ 庭 野平和財 団 ） ｜ る 研究
II 現代に お け る 宗
教の役割 に 関す る
研究
III平和 を 阻害す る
諸要 因 に 対す る 宗
教的ア プ ロ ー チ に
関す る 研究
W 科学 と 宗教 ・ 倫
理 に 関 す る 研究
V 地域 レ ベ ル での
宗教協 力 活動
羽 生 命操作 と 宗 教
． 倫理に 関す る 研
究
伊勢丹奨学会商 ｜ 国 民生 活の向上 と ｜ 大学 又は こ れ に 準 ず る 機関 に 在籍 1 0総額
業経済研究助 成 ｜ 商業 の 発 展 に 寄 与 ｜ し ， 研 究 に 従事 し て い る 教授， 助









振 興財 団 ）
科学技術に 関す る
研究 ・ 開 発 の助 成
及 び振興を 図 り ，
富 山 県 の産業の 発
展 と 福 祉の増進に
寄与す る も の
対 象 と な る 研究 を 行 う 研究機関 又 1 0総額 840万円
は 研究者 I A . 研究助成
1 件に つ き
50～ 200 万 円
B . 外国 人研究者の招 へ い ，
受 入 れ 及 び学術交 流集会の
妓助 20～ 50万円
A .  8 ～ 5 f牛
B .  1 ～ 2 件
4 月
富 山 県 内 に 所イ1す る 大学， w期大 1 0大学 に 対 し て














































助 成 ・ 援助
（ 電気通信普及
財 団 ）
0電気 通 信 に 関 す ｜ 制 限 な し
る 法律， 経済， 社
会文化的研究調査
O電気通信技術に
関 す る 普及， 振興
O電気通信 を 利 用
し た 福祉， 文化事
業
O 電気通信 に 関 す
る 学術交流及び国
際協力
社会科学国 際フ ｜ ①社会科学一般
エ ロ ー シ ッ プ ｜ ②発 展途上国研究
（ 国際文化会館 ） ｜ ③ ア メ リ カ 研究
①大学 ・ 研究機関等に 在籍す る 研
究者
－ 男’性 の場合 ＇i 35歳未満
－ 外 国 の 大学院 を 修 了 し た 者 及 び
最近 3 年 間 に 継続 し て 1 年以上外
国 に 滞在 し た 者 は 資格が な し 、。
－ 外国 の 大学 での学位取得 を 目 的
と し な い こ と 。
②制 限 な し
③① と 同 じ
制 限 な し
0 外 国 の大学 ・ 研究機関 等に




内1 人一a ， ‘， 



















5 ～ 101'牛 6 月
RU 
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調査研究助 成 0大学及 び大学付属研究機関の 0総額 3 , 000万円 6 月
（ 日 本住宅総合 個 人 又 は グループ研究者 0 1 件に つ き
セ ン タ ー ） 0 そ の 他の 研究機関 に お け る 個 人 200万円 以 内
又は クルー プ研究者
朝 日 貨 学術， 芸術， 科学 各分野で傑 出 し た 業 績
展
を あ げ， 我 0 1 件に つ き 6 月
（ 朝 日 新聞 社 ） 技術， 社会福祉， が国 の文化， 社会の 発 と 向 上に 100万円
体育 そ の他あ ら ゆ 多大の貢 献 を し た 個 人 又 は 団体 （ 冨lj賞 ）
る 分野
カ シ オ 科学振興 自 然科学 大学研究機関 が推 薦 す る 研究 グル 自 然科学 6 月
財 団 － 電気工学 ー プ ま た は 個 人研究者 A 300万円 2 件
－ 機械工学 B 200万 円 5 I牛
人 文科学 c 100万円 1 6件
計 3 . 200万 円
人文科学
D 100万円 4 件
計 400万円
A P ! C 論文 ・ 制 限 な し A 論文 A 6 件以内 8 月
研究 プ ロ ジ ェ ク 1 件 に つ き
20～ 100万円
（ 国 際協 力 推進 B 研究プ ロ ジ ェ ク ト B 2 件程度
協 会 ） 1 件 に つ き
50万 円
海外渡航旅費援 電気通信， 情報通 ①海外に お け る 電気通信， 情報通 ヨ ー ロ ッ パ 50万円 8 月
動 信 に 関 す る 研究者 信 に 関 す る 学会に 出 席 し ， 原則 と 北米 （ 東 海岸） 40万円
（ 電気通信普及 の学術交流 し て研究発表 （ 申 込者が中心 と な 北米 （ 西 海 岸 ） 30万 円
財 団 ） っ て 行 っ た研究 の 発 表 に 限 る 。 ） ノ 、 ヮ ィ 20万円
を 行 う 研究者であ っ て 所属 す る 機 中 米 35万円
関 の長 の 推薦 を 受 け た 者。 南米 45～ 60万円
②海外に お け る 電気通信， 情報通 オ ー ス ト ラ リ ア 50万円
信 に 関 す る 国際機関での討 議 に 参 東南ア ジ ア 25万円
加す る 者 で所属す る 機関の 長 の推 中 国 1 5万円
薦 を 受け た 者 韓国 10万円
な お， 招 請 者 ま た は 所属 す る 機 そ の他 個 別 に 決定
関か ら 旅 費 の 全額 を 支給 さ れ る 者 注①援助 金額は ， 学会の開催
は 除 〈 。 地 ま での往復航空運賃 と 滞
在 費 の一部
②南米 に つ い て は ， 表の金
額の範囲 内 て”個別 に 決定
③同 ー の 申 込者 に つ い て l
年度に 1 回 を 限度
二十一世紀文化
詰年皇 制里吉の
経済， 社 会， 文化の諸分野の学術 0総額 3 , 500万円 1 0 月




工藤学術財団 自 然科学分野 0理学部， 工学部， 医学部， 農学 A 総額 500万円 A 8 ～ 10件 10月
A 研究費補助 部及 び そ の他 自 然科学部門 及 び付 B .  II 50万 円 B 1 ｛牛
B 褒賞 属研究所等に 籍 を 置 く 個 人研究者 c .  II 50万 円 c 1 件
c 研究成果発 及 び団 体
表補助 0 A に つ い て は45歳未満の者
po 可Eム
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フ ィ リ ソ プ ・ フ 日 本 と ド イ ツ 連邦 共和 国の文化に 0 5 万？ ル ク 1 件 1 0 月
オ ン ・ 7 ラ ン ツ ｜鶏 し ， よ リ よ い相互理解に 貢献の
・ シ ー ボ ル ト賞 あ っ た 日 本 人学 者











































個 人 又 は グ ル ー プ Of.来涜庁 長官賞 5 件程度 1 1 月
（ 環境調盆セ ン 100万円 （ 副 賞 ）
タ ー， 日 刊工 0優良賞
業新聞 社 ） 50万 円 （ 副 賞 ）
藤原賞 自 然 科学分野 我が 国 の国 籍 を 有 し ， 科学技術の 0 1 件 に つ き 2 f牛 1 1 月
（ 藤 原科学財団 ） 発 展 に 卓 越 し た 貢 献 を し た 者 1 ,000万 円
（ 副 賞 ）
と やま 賞 富 山 県 の将来 を れl 次の 各号に該 当 す る 個 人 又 は 団
体 制 限 な し 1 1 月
（ 富 山 県 置 県－fl う 前途有為
す
な 人 材 A . 学術研究． 発明， 芸術文化 ス
年記念財 団 ） の育成 に 資 る 。 ポー ツ な どの分野に お い てす ぐ れ
た 業績 を あ げた も の








に つ い て何の
す
すべ て の 日 本の大学 反 び民間研究 0総額 5 万 カ ナ ダ ド ル 1 1 月





朝 日 学術J奨励金 制 限 な し 制 限 な し 制限 な し 1 2 月
（ 朝 日 新聞 社 ）
学術奨励金 A . 機関援助 金 0 1 件 に つ き l 月
（ 三 品 iHi:�：記念 各大学に 所属 す る 学部 及 び研 究財 団 ） 所又 は研究代 表者 を 中 心 と す る 学 40～ 100万円
内研究室 及 びそ れ に it ず る研究機
関
B . 研究者奨励金
． 文総 研究者側 人 に 対す る 奨励 金 で あ











野学 日 本 に 尉 住 者 0 1  f牛に つ き 10数it 2 月（ 稲 感財 団 ） 100万 円 程度
研究剰資助 成 法律学， 経理学
i舟学， 大学 に お いて 学術文化 の研究調査 O総富日 4 , 000]j円 20数件 3 月
（ 日 本証券奨学 社 会学． ． 工 に 従事 し て い る 個 人 又 は グルー プ 0 1  件 に つ き
財 団 ） �  で55歳以下 の 者 400万 円以 内
［革l際生物学 会賞 各年度毎に決定す 生物学 の分野 に お い て世界 的に す 0 1 , 000万円 3 月
る ぐ れ た 業績 を 挙げ， 世 界の学術進 （ 扇IJ賞 ）






と 環に 境関保す 制 限 な し 制 限 な し 3 月(Cl 本生前減オ団 ）











































静 生 ｜ 教諭 （ 東京学芸大学教育学部附属養議学校 ｝
異 動 内 容 ｜ 任命権者
教諭（ 教育学部附属養護学校） ｜ 富 山 大学長
剛 ｜ 文部技宮 （ 工学 部 ） 辞職 を 承 認す る 富 山 大学長
月／
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器 職 6 1 . 3 .  31  石 目 安 弘 教授 （ 人 文学部 ） 辞職 を 承認す る 文 部 大 臣
II 中 井 毅 教 頭 （ 教育学部附属小学校 ） 辞職 を 承認す る II 
II 西 野 秀 夫 教 頭 （ 教育学部附属 中 学校 ） 辞職 を 承認す る II 
II 常 楽 道 子 教 諭 （ 教育学部附属 小学校 ） 辞職 を 承認す る 富 山 大学長
II 杉 村 （｜多 教 諭 （ 教育学部 附 属 中 学校 ） 辞職 を 承認す る II 
II 小 山 裕 子 教 諭 （ 教育学部附属 中 学校 ） 辞職 を 承認す る II 
II 西 藤 光 美 教諭（ 教育学部附属養護学校） 辞職 を 承認す る II 
II 加 賀 谷 賢 二 教諭（ 教育学部附属養護学校） 辞職 を 承認す る II 
II 山 崎 静 江 教諭（ 教育学部附属養護判支） 辞職 を 承認す る II 
II 林 静 生 教諭（ 教育学部附属養護判交） 辞職 を 承 認す る II 
II 野 畑 美 恵 教 諭 （ 教育学部附属幼稚園 ） 辞職 を 承認す る II 
II 奥 田 雅 子 経済学部庶務係庶務主任 辞職 を 承認す る II 
退 職 61 . 3 .  24 西 谷 弘 美 教諭（ 教育学部附属養護学校） 昭に和よ 6り1年退職3月し2た3日限
り 任期満 了 II 
61 . 3 .  3 1  山 出 繁 文部事務官（ 附属図書館 閲 覧係長 ） 国よ 家り 昭公務和6員1法年 第3 8月＼条1の日 限2 第り 定1 年1買退の職規
定に II 
II 舘 盛 貞 信 文部事務官 （ 厚生課保健係保健主任） 国家り 昭公務和 員 法年第81 条の限2 第り l l買の職規定
に II よ 61 3 月 31 日 定年退
II 大 坪 j青 彦 文部事務官（主計課警務員長） 国よ 家り 昭公務和員61法年第3 8月1 3条1の日 限2 第I） 定l 年項退の職規定に II 
II 中 村 良 子 文部技官 （ 厚生課看護婦 ） 国よ 家り 公昭務和6員1年法第3 8月13条1 の日 限2 第り 定） J年買退の職規定に II 
採 用 61 4 .  1 寺 崎 章 二 教授 （ 教育学部 ） 文 部 大 臣
II 松 本 ；三f金可' 講師 （ 教育学部 ） 富 山 大学長
II 柳 川 ｜ 洋 一 助 手 （ 経済学部 ） II 
II 長 久 良 一 助 手 （ 経済学 部 ） II 
II 大 川 信 行 講師 （ 教養部 ） II 
II 利 j皮 宗 雄 教頭 （ 教育学部附属小学校 ） 文 部 大 臣
II 塚 田 み ゆ き 教諭 （ 教育学部附属小学校 ） 富 山 大学長
II 小 ！ ｜ ｜ 美 子 教諭 （ 教育学部附属 中 学校 ） II 
II 丹 保 争谷 教諭 （ 教育学部附属 中学校 ） II 
II 高 井 真 琴 教諭 （ 教育学部附属 中 学校 ） II 
II 早 川 隆 志 教諭（ 教育学部附属養護学校） II 
II 高 畑 庄 蔵 教諭 （ 教育学部附属養護学校） II 
II 酒 井 真 由 美 教諭（ 教育学部附属養護学校） II 
II 辰 尾 仁 美 教諭 （ 教育学部附属幼 稚 園 ） II 
II 草 島 伸 雄 文部事務 官 （ 庶務部庶 務課 ） II 
II 加 藤 尚 弘 文部事務官 （ 教 育学部 ） II 
II 中本 秀 一 文部事務 官 （ 経済学部 ） II 
II 桐 昭 弘 文部技官 （ 工学部 ） II 
II 松 田 義 弘 文部事務官 （ 教養部 ） II 
虫U
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f釆 用 61 . 4 .  1 石 塚 久 博 文部事務官 （ 教養部） 富 山 大 学長
II 小 森 功 文部事務官（ 附属 図 書館 ） II 
II 十す 裕 子 事務 補佐 員 （附属図書館 ） II 
昇 任 II 塚 田 泰 彦 講 師 （ 教育学部 ） 助教授（ 上越教育大学学校教育学部） 文 部 大 臣
II 相 i畢 吉 晴 講 師 （ 経済学部 ） 助 教授 （ 経済学部） II 
II 柳 瀬 秋 夫 講 師 （ 工学 部 ） 助 教授 （ 工学 部 ） II 
II 中 越 矩 方 助 教授 （ 教養部 ） 教授 （ 教養部 ） II 
II 小 林 武 彦 助 教授 （ 教養部 ） 教授 （ 教養部 ） II 
II 江 上 繁 樹 講師 （ 教養部 ） 助 教授 （ 教養部 ） II 
JI 高 尾 テ ル ノ 講 師 （ 保健管理セ ン タ 一 ） 助 教 授 （ 保健管理セ ン タ ー ） II 
II 稲 垣 実 教 諭 （ 教育学部附属 中 学 校 ） 教頭 （ 教育学部附属 中学校 ） II 
II 花 岡 勉 九州 大学学生課長 学生部次長 II 
II 阿 部 利 夫 経理部主計課長 岡 山 大学歯学部事務部長 II 
II 河 上 孝 経理部主計課総務係監査主任 高 岡短期大学会計課出納係長 大両 岡学短期長
II 竹 下 義 美 教育学部学務係学生主任 高岡短期大学学生課学生係長 II 
II 池 回 勇 文部事務官 （ 附属 図 書館 ） 富山工業高等専門学校学生課図書締長 専富 山門工学校
業長高 等
" 粛 藤 純 一 庶務部人事課任用係任用主任 富山商船高等専門学校庶務課人事係長 専富 山門学商船校長
高等
II 牧 野 秀 謄 経理部主計課司計係予算主任
富山商船高等専門学校会計課出納係長
II 
II 松 井 博 文 教養部庶務係庶務主任 国立立山少年 自 然の家庶務課庶務係長 国自 立然、 立の家山 所少年長
II 新 出 信 幸 文部事務 官 （ 教養部 ） 経理部経理課出納係出納主任 富 山 大学長
II 太 回 則 春 文部事務官 （ 経理部経理課 ） 経理部経理課情報処理係情報処理主任 II 
II 清 水 良 太郎 文部事務官 （ 施 設課 ） 施設課企画係企画主任 II 
II 山 田 知 訓 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部） 人文学部 ・ 理学部学務係教務主任 I I  
II 柴 田 手IJ if; 文部事務官 （ 教育学部 ） 教育学部学務係 厚 生主任 II 
II 羽 広 孝 司 文部事務官 （ 教育学部 ） 教育学部附属学校第一係 会計主任 II 
II 北 村 士�J 文部事務官 （ 経 済学部 ） 経済学部庶務係庶務主任 II 
転 ff: 61 . 4 .  1 栗 原 幹 夫 教 諭 （ 筑波大学附属駒場高等学校 ） 助 教授 （ 教育学部 ） 文 部 大 臣
II 原 回 嘉 昭 助 手 （ 和 歌 山工業高等専門学校 ） 講師 （ 教育学部 ） 富 山 大学長
II 五百崎 喜 明
国立立山少年 自 然の家庶務課庶務係長
庶務部 人事課給与係長 II 




II 回 中 大 四郎
富山工業高等専門学校学生課図書係長
附属 図書館閲覧係長 II 
II 中 村 進 庶務部庶務課企画係長 高岡短期大学事業課企画係長 高大 岡学主＼i.長期！
II 西 尾 久 高生係山学商船生主高等任専
門 学校学生課学 厚生課厚生寮務係厚生寮務主任 高 山 大学長
II ’出 品 智 恵 美 富 山医科薪ヰ大学附属病院看護部看護婦 保健管理セ ン タ 一右護婦 II 
II 小 林 雄 二 文部事務官（ 経営知期大学部） 文部事務 官 （ 教育学部） II 
II iじ 川 敬 信 文登部山事研務修
官所）
（体育局 ス ポーツ諜 文部事務 官 （ 工学部 ） " 
nu 
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転 任 6 1 . 4 .  1 宮 尾 幸 一 文部事務官 （ 経済学部 ） 文部事務 官 （ 高岡 短期大学庶務課 ） 大両 岡学短期長
II 小 林 司 文部事務官 （ 経済学部 ） 文部事務 官 （ 高 岡 短期大学学生課） II 
II 藤 井 栄 吉 文部事務官 （ 教育学部） 文学部校事会務計課官 ） （ 富 山 商船
高 等専 門 専富 山門学商船校長荷 等
II 坂 井 み ち 子 文部技官 （ 工学部 ） 文部事務官（ 滋賀医科大学医事課） 滋大賀学医科長












ア ・ 教 授 （ 人文学部 ） 文 部 大 臣
II 福 田 立 明 教授 （ 岐阜大学教養部） 教授 （ 人文学部 ） II 
II 永 野 弘 教授 （ 東 京 大学物性研究所） 教授 （ 教 育学 部 ） II 
II 高 橋 一 助 教授 （ 経済 学部 ） 助 教授 （ 一橋大学経済学部 ） II 
II 西 垣 5宣之i. 北 海道教育 大学庶務部長 庶務部長 II 
II 小 杉 宏 庶務部長 三 重 大学庶務部長 II 
II 下 重 孝 之 学生部次長 九州大学学生部次長 II 
II 中 川 忠 福井大学厚生課長 庶務部 人事課長 II 
II 増 井 重 信 庶務部 人事課長 神戸 大学Bl:務部 人事課長 II 
II 小 松 東 男 鹿屋体育大学会計課長 経理部主計課長 II 
II 森 井 正 庶務部 人事課給与係 長 経理部経理課情報処理係長 富 山 大学長
II 横 山 正 弘 学生課学生会館係長 学生課総務 係 長 II 
II 角 井 与志雄 厚生 課寮務 係長 厚生課厚生寮務係長 II 
II 御 福 隆 厚生課厚生係長 厚 生 課奨学係 長 II 
II 加 賀 見 実 工学部会計係長 工学部経理係 長 II 
II 林 征 紀 工学部管理係長 工学部用 度係長 II 
II 松 永 良 成 工学部会計係経理主任 経理部主計課総務係監査主任 II 
II 友 坂 義 一 経理部経理課出納係出納主任 経理部主計課司計係予算主任 II 
II 高 邑 欣 市 学生課学生係学生主任 学生謀総務係総務 主任 II 
II 佐 野 勤 経済学部学務係学生主任 学生 課学生係学生主任 II 
II 堀 和 賓 人文学部 ・ 理学部学務係教務主任 学生課入学試験係入学試験主任 II 
II 桜 井 雅 和 附属図書館総務係総務主任 厚 生課奨学係奨学主任 II 
II I古l 雅 己 厚 生 課寮務係寮務主 任 人文学部 ・ 理学部庶務 係 人事主任 II 
II 佐 久 間 克 明 教育学部会計係会 計主任 人文学部 ・ 理学部経理係経理主任 II 
II 高 邑 英 市 経理部主計課管財係管財主任 教 育学部会計係会計主 任 II 
II 柳 田 邦 雄 学生課入学試験係入学試験主任 教育学部学務係学生主任 II 
II 湯 浅 健 一 工学部学務係学生主任 経済学部学務係学生主任 II 
II 鹿 島 光 雄 工学部管理係管理主任 工学部経理係経理主任 II 
II 安 西 修 三 厚生課厚生係厚生主 任 工学部学務係学生主任 II 
II 堀 口 ；勲 人文学部 ・ 理学部庶務係 人事主任 教養部庶務係庶務主任 II 
II 能 手 哲 治 人文学部 ・ 理学部経理係 経理主任 教養部会計係会計主任 II 
II 福 田 J亘E皇'- 文部事務官 （庶務部 人事課 ） 文部事務 官 （ 庶務部庶務課 ） II 
20 
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配 置 換 61 . 4 .  中 村 義 浩 文部事務官（ 庶務部庶 務 課 ） 文 部 事務 官 （ 庶 務 部 人 事 課 ） 富 山 大学長
II 大聖寺 一 孝 文部事務官 （ 工学部 ） 文部事務 官 （ 経理部主計課 ） II 
II 岩 永 晴 雄 文部事務官 （ 教養部 ） 文部事務 官 （ 経理部経理課 ） II 
II 土 回 敏 雄 文部技官 （ 附属 図 書館 ） 文部技官（ 経理部経理課 ） II 
II 長 崎 宏 美 文部事務官 （ 教養部 ） 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部 ） II 
II 上 木 祐 一 文部事務 官 （ 教養部 ） 文部事務官 （ 人文学部 ・ 理学部 ） II 
II 坂 東 康 子 文部事務 官 （ 人文学部 ・ 理学部 ） 文部事務 官 （ 教育学部） II 
II 呂 原、 進 文部事務官 （ 庶務部庶務 課 ） 文部事務 官 （ 経済 学部 ） II 
II 多 村 節 子 文部事務 官 （ 教育学部 ） 文部事務 官 （ 経済学部 ） II 
II 回 中 茂 文部事務 官 （ 経理部経理課 ） 文部事務 官 （ 工学 部 ） II 
II 森 田 美喜子 文部事務官 （ 教育 学 部 ） 文部事務 官 （ 工学部） II 
II 高 尾 貝 文部事務官 （ 工学部 ） 文部事務 官 （ 教養部 ） II 
II 林 茂 美 文部事務官（ 工学 部 ） 文部事務 官 （ 教養部 ） II 
II 回 村 修 一 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学 部 ） 文部事務 官 （ 附属 図書館 ） II 
II 大 野 二 代 文部技官 （ 厚生課看護 婦 ） 文部技官（ 保健管理セ ン タ ー看議婦） II 
II 山 本 郁 子 文部技官（ 保健管理セ ン タ 一栄養士） 文部技官 （ 厚生課栄養士 ） II 
II 松 山鳥 道 夫 教 授 （ 経営短期大学部 ） 教授 （ 経済学部 ） 文 部 大 臣
II 南 龍 久 教授 （ 経営短期大学部 ） 教授 （ 経済学部） II 
II 篠 原 巌 助 教授 （ 経営短期 大学部 ） 助 教授 （ 経済学部 ） II 
II 榊 原 英 夫 助 教授 （ 経営短期大学部 ） 助 教授 （ 経済学部 ） II 
II 芳 賀 健 一 助 教授 （ 経営短期大学部 ） 助 教授 （ 経 済学部 ） II 
II 佐 藤 良 一 助 教 授 （ 経営短 期大学部 ） 助 教授 （ 経 済学部 ） II 
II 小 倉 利 丸 助 教授 （ 経営短期 大学部 ） 助 教授 （ 経済学部 ） II 
II 下 崎 千代子 助 教授 （ 経営短期 大学部 ） 助 教授 （ 経 済学部 ） II 





課学事調査係法規主 富 山 大学長





主計課管財係管財主任 を II 
II 清 水 良 太郎 文部事務 官 （ 施 設課 ） 施設課企画係企画 主 任 を 免 ず る II 






・ 理学 部学務 係学務主 II 
II 柴 田 利 治 文部事務 官 （ 教育学部 ） 教育学部学務係厚生主任 を 免ず る II 








II 宮 原 進 文部事務官（ 経済学部 ） 経済学部庶務 係 人事主任 を 命 ず る II 
II 回 中 茂 文部事務 官 （ 工学部 ） 工学部 用 度係 用 度 主 任 を 命 ず る II 
II 池 回 勇 文部事務 官 （ 附属図 書館 ） 附属図書館参考係参考主任 を 免ず る II 
II 開 設 勝 文部事務官（経理部主計課警務員 ） 経理部主計課警務 員 長 を 命 ず る II 
II 金 田 稔、 文部技官（経理部経理課自動車運転手） 経理部経理課 副 車 庫 長 を 命ず る II 
II 片 山 進 文部技官（ 厚生課調理士 ） 厚 生 課調理士長 を 命 ず る II 
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職務 命令 6 1 . 4 .  1 片 山 良 一 文部技官 （ 教育学部植物育 成 員 ） 教育学部植物育成員長 を 命ず る 富 山 大学長
公の名称 II 利 波 宗 雄 教頭（ 教育学部附属小学校 ） 教育学部附 属小学校副 校長 を 命 ず る 文 部 大 臣
の 附 加 II 稲 垣 実 教頭 （ 教育学部 附属 中 学校 ） 教育学部 附 属中学校副校長 を 命 ず る II 
併 任 II キ本 良 重 教授 （ 教育学部 ） 附（ 6
属
1小学
校長 II 4 1 - 63 3 3 1 )  
II 吉 岡 周 明 教授 （ 教育学部 ） 附（ 属 中 学4
校長 II 6 1  1 ～ 63 3 .  3 1 )  









長～ 63 3 .  3 1 )  II 
II 中 谷 唯 一 教授 （ 教育学部 ） 附属幼稚園長 II 6 1  4 1 ～ 63 3 .  3 1 ) 
II 藤 井 敏 孝 教授 （ 教育学部 ） 附長属（6教1 育実践
研究指63 .
導セ ン タ ー II 4 1 ～ 3 . 3 1 ) 







3 II 4 1 ～ . 3. 31 ) 




る セ ン タ 一所長の併任 を II 





一所長 II 1 ～ 63 .  3 . 31 ) 
II 土 田 敏 雄 文部技官（ 経理部経理課 ） 附属図書館 富 山 大学長








す セる ン タ
ー看護婦の併任 II 
II 山 本 郁 子 文部技官 （ 厚生課栄養士 ） 保健管理セ ン タ 一栄養士 II 
II 松 嶋 道 夫 教授（ 経済学部 ） 教（ 授6 1＇. 経営4 短期1 ～大6学2. 部i . 3 1 )  文 部 大 臣
II 南 龍 久 教授 （ 経済学部 ） 教（ 授6 1
（
経営4 創期1 ～
大6学2. 部� . 3 1 ) II 
II 篠 原 巌 助 教授 （ 経済学部 ） 助（ 6教1授. ( 4 .経営
初期！ 大学者p II l ～ 62 .  31 ) 
II 榊 原 英 夫 助 教授 （ 経済学部） 助（ 教61.授
（ 経営魚i 期 大学部） II 4 . 1 ～ 62 . 3 . 31 ) 
II 芳 賀 健 一 助教授 （ 経済学部 ） 助 教綬
（ 経営知期大 学部 ） II 61 4 1 ～ 62 .  3 .  3 1 )  
II 佐 藤 良 一 助 教授 （ 経済学部 ） 助（ 教61 .授
（
4 .経営短1 ～期62
大． 学部3 . ) 31 ) II 
II 小 倉 利 丸 助 教授 （ 経済学部 ） 助（ 6教1授 （ 経営短1 ～期6大学部3. ) II 4 . 2 . 3 1 ) 





31 ) II 





3 月 31 日 限 り 停年 に よ II 





3 月 31 日 限 り 停年 に よ II 







3 月 31 日 限 り 停年に よ II 
II 加 藤 蕎 美子 教授 （ 教育学部 ） 昭り 和退職
61年
し た
3 月 31 日 限 り 停年 に よ II 





3 月 31 日 限 り 停年に よ II 
II 池 田 正 夫 教授 （ 工学部） 昭り 和退職
61年
し た
3 月 31 日 限 り 停 年 に よ II 





3 月 31 日 限 り 停年 に よ II 
II 岩 田 哲 也 教務補佐 員 （教養部） 昭和61年 3 月 31 日 限 り 退職 し た 高 山 大学 長
l’ ＝ 村 紀 子 事務補 佐 員 （ 附属 図 書館 ） 昭和61年 3 月 31 日 限 り 退職 し た II 
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学 内 諸 報
永年勤続者表彰
人文学 部教授 石 田 安 弘 氏 は ， 昭和61年 3 月 31 日 付け で辞職 さ れ ま し た が， fii］ 氏 に 吋 し 永 年 勤 続 者 （ 20年 ） と し て
表彰状 攻 ぴ記 念 品 が授 与 さ れ ま し た 。
教育学部 附属教育実践研究指導セ ン タ ー長の改選
屋敷平州 教育学部附属教育 実 践研究指導 セ ン タ ー長
の任期が， 昭和 61年 3 月 31 日 に 満 了 す る こ と に 伴 い ，
教育学部教授 会 は ， 3 月 1 1 日 に 次期 セ ン タ ー長候補者
の 選挙 を 行 っ た 。 そ の 結果， 藤井敏孝教授が選 出 さ れ
ま し た 。 任期 は ， 昭和61年 4 ,F] 1 日 か ら 2 年 間 。
藤井教J受 は ， 昭和23年 9 月 京 都帝国 大学文学部哲学
科卒業， 福 井 県 立 第 一 高等学校教諭 を 経 て ， 昭 和 24年
10 月 福井 大学学芸学部助手 ， 同37年 10 月 富 山 大学教育
学部助教授， 同53年 4 月 同 教授 と な り ， こ の 間， 昭和
55年 4 月 か ら 2 期 （ 4 年 間 ） に わ た り ， 附属養護学校
長 を 勤め ら れ， 今 日 に 至 っ て い る 。
退職予定者 を囲 む懇談会
昭和60年度 に 定年 又 は 勧 奨 に よ り 退職 さ れ る 方 々 を 学 生 部 文部事務官 舘 盛 貞
囲 む 懇 談 会が， 去 る 3 月 14 日 （ 金 ） 1 1 時 か ら 事務局大 II 文 部 技 官 q1 村 良 子
会議主 に お い て 開催 さ れ ま し た 。 人 文 学 部 文 部 教 官 手口 崎 洋
懇 談 会 に 先 立 ち ， 記 念 品 の贈呈， 学長挨拶， 退職予 教 育 学 部 II 大 津 欽 治
定者代 表 の謝辞 ， 記念樹 影が行 わ れ た あ と 懇 談 会 に 入 II II 加 藤 寿 美子
り ま し た 。 II II 藤 木 興 三
懇談 会 は ， 終始和や か な 雰 囲 気 のう ち に 行 わ れ ， 学 II II 屋 敷 平 州
長 は じ め 各部 局 長 等 か ら ， 永 年 の労がね ぎ ら わ れ ま し 経 済 学 部 文部事務官 奥 田 雅 子
た 。 工 学 部 文 部 教 官 池 田 正 夫
な お ， 退職予定者 は 次 の と お り です 。 II II 風 巻 恒 司
主主 JJI!. 部 文部事務官 大 坪 清 彦 附 属 図 書館 文部事務 官 山 出 繁
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海 外 渡 航 者
渡 航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ワ 期 間
日 本語教育 ・ 日 本研究に 関す 6 1 . 3 .  24 
人 文学部 助 教授 佐藤 進 中 華 人 民共和 国
る 調査 及 び 指導 の た め 6 1 . 7 .  20 
近世初 期 に お け る イ ギ リ ス 農 6 1 . 3 .  18  
外 国 出 張 経済学部 教 授 武 暢夫 連合王 国
業発展の比較 史的研究の た め 6 1 . 5 .  17  
海産両 生類の カ ル シ ウ ム 代謝 6 1 . 3 .  17  
理 学 部 II 小黒 千 足 タ イ
に 関す る 研究の た め 6 1 . 3 .  29 
6 1 . 3 .  20 
人 文学部 助教授 夫 馬 進 中 華 人民共和 国 明 清都市社会の研究 の た め
6 1 . 4 .  20 
ア メ リ カ 合衆 国 フ ラ ン シ ス カ ン 層群 と パ ン ク 6 1 . 3 .  2 1  
教育学部 E力 手 丸 山 茂徳
カ ナ ダ ー ノ 〈ー 島 の地質 の研究の た め 6 1 . 4 . 
海 外研修旅行
ド イ ツ 民主共和 国 労働経済 及 び労務管理の 比較 6 1 . 3 .  21  
経済学部 助 教授 正 亀 芳 造
ド イ ツ 連邦共和 国 研究の た め 6 1  1 0 .  8 
ハ ン 方、 リ ー ル カ ー チ 関 係文献資料調査並 6 1 . 3 .  2 
教 養 部 教 授 i龍i享 �L ぴに ド イ ツ 文化 史 ・ ド イ ツ 文
ド イ 、ソ 連邦共和 国 学関係博物館見学の た め 6 1  3 .  26 
＠ 退斤 ， 退室の際 には， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ ス
の消し忘 れ， タ バ コ の吸穀の後始末に十分注意 し ，
盗難の防止・火災の予防に心が け ま し ょ う ．グ
＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・省 資源 に協力 し ま し ょ
う ．グ
＠ 構内 での自 動車等の運転は ， 教育 ・ 研究に支障 を
来 さ な い よ う 安全運転に努め定 め ら れ た交通方法，
歩行者の安全友 び騒音防止に努め ま し ょ う ．グ
4斗－qL 
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廃液処理施設及び第 3 体育館の完成
廃液処理施 設 は ， 旧 廃水処理室 を 取 り 壊 し て ， ト リ
チ ウ ム科学セ ン タ ー 前 に ， 又第 3 体育 館 は 硬 式 テ ニ ス











運 動 場 ー 廃液処理施設
’第 3 体育館
1 本部事務局 1 2 学 竺 会 館 23 i昆 室
2 人 文 t芋 剖i 13 福 利 施 設 24 動物飼育 室
3 教 育 学 部 1 4 第 l 体育館 25 合併処理施設
4 経 済 学 部 1 5 第 2 体育館 26 工学部実験研究機
5 理 学 部 1 6 弓 道 場 27 工学部管理練
6 教 養 部 1 7 武 道 館 28 工学部福利施 設
7 附属図書館 18 職 員 会 館 29 工学部実習工場
8 トリチウム科学センター 19 情報処理センター 30 工学部エヰJレギーセ ン タ ー
9 車 庫 20 液体窒 素低温液化室 31 �存 3 体育館
10 黒 田 講 堂 2 1 放射性同位元素統合実験室
1 1 ボ イ ラ 一 室 22 廃液処理施設
「DワLM




． ． ． 
・ I I ・
床下
ト レ ー ニ ン グ
スベース
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学内 レ ク リ エ ー シ ョ ン
〈囲碁大会〉
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会娯楽部会 囲 碁班主催 に
よ る 昭和60年度学内 囲碁大会が去 る 3 月 1 目 的富 山 大
学職 員 会館 に お い て ， 15名 の 参加 に よ り 実施 さ れ ま し
た 。
な お ． 成績 は 次 の と お り です 。
0 A ク ラ ス
優 勝 施設課 高 久晴
準優 勝 工学部 竹 越栄 俊
三 位 II 品 川 不二雄
0 B ク ラ ス
優 勝 附属 図 書館 高木行 則
準優 勝 工学部 高 山 藤一郎








石 川 裕 史
田 村与 市
〈将棋大会〉
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委員 会娯楽部会将棋班主 催 に
よ る 昭和60年度学 内将棋大会が去 る 3 月 1 5 日 仕） 富 山 大
学職 員 会館 に お い て 実施 さ れ ま し た 。
な お ， 成績は 次 の と お り です 。
優 勝 工学部 畠 山 豊正
次 勝 教育学部 福 村 一 男
一 位 工学部 前 川 清徳
昭和60年度全国公務員 レ ク リ エ ー シ ョ ン
共同行事富山地区 ボ ウ リ ン グ大会
昭和 60年 度 全 国 公務 員 レ ク リ エー シ ョ ン 共 同 行事富
山地区 ボ ウ リ ン グ大会が， 去 る 3 月 1 日 け）立 山 グ ラ ン
ド ボ ウ ル に お い て ， 国 土地理院北陸地 方 測 量部 の 当 番
で開催 さ れ ま し た 。
競 技 は 午後 1 時40分か ら 始 ま り . 3 ゲー ム に よ る 合
計得点数に よ っ て 団体 戦 及 び個 人戦 の 順位 を 決定す る
方 法 で実施 き れ ま し た 。
本学か ら は ， 5 チ ー ム 15名 が参加 し ま し た 。
な お ， 成 績 は 次の と お り です 。
団体戦
優 勝 富 山 食糧事務所
次 勝 中 部運輸局 富 山 陸運 支 局
三 位 富 山 大学 C
個 人 戦
四 位 人文学部 ・ 理学部 山 田 知 訓
寄 稿
〈遼寧大学の こ と 〉 （ その 2 ) 
8 . 物理系
私は 物理系 に 所属 し て い た の で， 以 下 は 物理 系 に 限
つ て の 記述 であ る 。
物理 系 に は ， 4 つ の専業 〔専攻， Spec i al i ty〕 があ
る 。 物理学専攻， 光学専攻， 半導体器件 〔デバイ ス 〕
専攻， 無線電電子学専攻 〔電波， 電子工学〕 であ る 。
〔 〕 内 は ， 日 本的 に 言 い 直 し た も の であ る 。 日 本 での
富 山 大 学理学部 高 木 光 司郎
理学部 と 工学部の物理的部 分 を 総合 し た も の と 理解す
れ ば よ か ろ う 。 一学年 の学生定 員 は 1 20名 で＂ 30名 ず
つ 4 専攻 に 別 れ る 。 こ れ は ， 入学時に 学生 の希望 と 入
試 成績 に 従 い 決定 さ れ る 。
( 1 ） ス タ ッ フ 教職 員 数 は 約90名 で， 内 訳 は 85年
1 月 現在， 教授 4 ， 副 教授 1 3， 講師約40， 助 手 14， 未
定職18で あ る 。 し か し ， 職 員 名 簿が な い の で， 正確に
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は わ か ら な い 。
品同サ」
教 授 は 4 人 い る が， 2 人 が物理専攻噌 1 人が光学，
l 人 が半導体 で， 電子工学に は L 、 な し 、 。 教授 の年 令 は ，
71,  64, 54, 49 で あ る 。 年令順 に 紹 介す る と ， 最長老
の件富功先生は光学専攻 で東京文理大 の 戦 前 の卒業生
で あ る 。 文理大では 分光学 を 研究 さ れ た 。 今 で も 講義
は さ れ て い る 様子 で あ っ た 。 宮学恵先生 は ， 旧 制 山 形
高校卒業， 東北帝大 を 1945年 に 卒業 し ， 卒業後 も 仙 台
で字 宙線研究室に 10年近 く 所属 し ， そ の 後， 横浜国大
で 3 年 間 教 え た 後 に 57年 に 帰 国 さ れ た 。 そ の 後 い く つ
か の 大学 を へ て 3 年前 に 蓮大へ赴任 さ れ た 。 現在は素
粒子論 を 研究 し て い て 、 ま だ カ ク シ ャ ク と し て 、 十数
名 か ら 成 る 研究室 を リ ー ド し て い る 。 中 国 では 代表的
な学者て＂， 1964年 に 聞 か れ た 物理の 北 京 シ ン ポ ジ ウ ム
では 中 国 の 4 人 の代表団 の 中 の l 人 であ っ た 。
次 は 陳 水先生で， こ の 方 は 台 湾 出 身 で， 中 学校 ま で
は 日 本語で教育 を 受 け， そ の後渡米 し メ 1） ー ラ ン ド 大
を 卒業 し 1965年 に 中 国 に 来 ら れ た 。 専 門 は 統計 力 学 で
あ る 。 最近 ま で物理 系 の 主 任 で あ っ た が， 今 は 指導 者
の若返 り で主任か ら 退 い た 。 し か し ， 日 本 の参議 員 議
員 に 相 当 す る 議 員 で， 又， j霊 寧 省 の 衆議院議員 に 相 当
す る 議員 と い う こ と であ っ た 。 ｛ 札 宮 ， ｜凍先生 は い ず
れ も 日 本語が達者 で， 特 に 宮， 陳 両 先生 に は 達者 な ど
と い う 言葉 は か え っ て 失礼 に 当 る だ ろ う 。
最 後 の 先 生 は ， 台 湾 出 身 でハ ー バー ド 大 を卒業 し た
方 で， 教授 と し て 遼大へ赴任 さ れ た の だ が， 研究面 で
も 教育 面 で も 活動情 況が よ く わ か ら な か っ た 。
副 教授 は 1 3 人 い る 。 こ の う ち 6 名 が理論で， 4 人 が
実験 で， 2 人 は 学 生 実験専 門 で， 1 人 は 物理学 史 をや
っ て い る 。 年 令 は l 人が57オだが， あ と の 1 2 人 の 年 令
は54 - 45オ の 閉 め 10年 に お さ ま る 。 講師 ・ 助 手の 人の
年令 や専攻 は 聞か な か っ た 。 物理では ， 遼大 の大学 院
を 骨妻了 し た 人 は ’ は は
る 様 に 大学院入試 は 難 関 で、あ る 。） そ し て 2 年経つ と ’
自 動 的に 講師 に 昇 格 す る 。 だか ら ， 今講師の数 は 増加
し つ つ あ る 。
系 を 指導す る の は 主任 で， 2 人 の 副 主任 に 助 け ら れ
て い る 。 主 任 は ， 学部の先生方の 意 見 を 参考 に し て 学
長 が し か る べ く 人 を 選び， そ の 人 の 同 意 を 得て 主任 （ 或
い は 副 主 任 ） に 任 命す る 。 日 本 で の教授会 に 相 当 す る
も の は な い 。 主任 ・ 副 主任が， 物理系 内 の先生 方 の 意
見 を 参考 に し て ， 種 々 の決定 を 行 う 。 主任 ・ 副 主 任 の
影響 力 の 大 き さ ， 責任の重 き は 容 易 に 推察 で き る 。 主
任 は ， 日 本 の大学 の 教室主任 と い う よ り は学部長 に 近
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い 存 在 であ る と 私は 思 う 。 中 間 全体の指導 者 の 若返 り
を 反 映 し て ， 物理 で も 指 導者 は 若 � . 0 主 任 の 武和古； さ
ん は 女性 の 副 教授 で 固 体 の 物性理論 を 専 門 と し 年令 は
40代 後半。 数学 を 担 当 す る 副主任の 仲玉林氏， 科学研
究 を 担 当 す る 副 主 任 の 谷 大成氏は し 、 ず れ も 40代前 半 の
講師 であ る 。 主任 ・ 副 主 任の 仕事は 激務 だ が， こ れ ら
の 若 き 指導 者 は ， 行政 も 研 究 も 出 来 る 人達 であ る 。 仲
玉林氏 は ， 富 山大工学部の 宮下研 に 滞 在 さ れ て い た 。
も う す ぐ 副 教 授 に 昇進す る と い う こ と であ っ た 。 指導
者 の 若 返 り と い う こ と で言 え ば， j馬 学 長 は 1933年生れ
で， 副 報授 で あ る 。
( 2 ） 教育
自 然科学の学生の 取 る べ き 単位に つ い て は ， 教学指
導書 （ 6 ） を 貰 っ て 来 た 。 こ れ は 富 山大 の学生便覧の
授 業課 目 及 単 位数の所に 対 応 す る が， よ り 詳 し い も の
で 各 課 固 め 内 容 （ 目 次 の一覧 ） と 教科書， 参考書が書
い で あ る 。 な か な か 興味 あ る も の な の だが， 紹 介す る
と 長 く な る の で， 遼 大 の 物理専攻 と 富 山大の物理学科
の講義 内 容 を 比較 し て 特に 目 に つ い た も の を 列 記す る 。
大 き な 点 は ， ア メ リ カ 等 と 似て い て ， l 年生か ら 一 貫
し た 物理 系 の 講義が行 わ れ て い る こ と であ る 。 そ れ が
4 年 の 後期 の前半 ま で行 わ れ ， 後 期 の 後半 3 ヶ 月 程，
卒業研究が行 わ れ る こ と で あ る 。 大学 1 ・ 2 年 は一般
物理 的 な 課 目 が 多 い が， 我 々 よ り は ず っ と 一貫性が感
ぜ ら れ る 。 た と え ば， 高等数学 は 物理系 全 員 に 対 し て
1 年の前期 は 毎週 8 時 間 （ 1 時 間 は 正味50分 ） ， 後期
7 時 間 ， 2 年の前期 4 時 間 と か な り 集 中 し て 行 わ れ ，
物理 の学生に 対 し て 数学 的 準備 が ま ず 行 わ れ て い る こ
と が わか る 。 又 ， 一 学期 も 平均17～ 1 8週 あ り ， 4 年 の
後期 の前半 ま で講義が行 わ れ る の で， 授業課 目 を 見 る
と 同 じ 様 な も の だ が， 我 々 よ り は ず っ と 内容 の 豊 か な
講義 と な っ て い る こ と が容 易 に 推察 で き る 。
先 生 方 に 講義時 間 を 聞 く と ， 一週平均 2 . 5回 （ 1 回
は 100分 と し て ） だ と い つ こ と だ っ た 。 物理系 に 教授 ・
副教授 ・ 助 手 合 わせ て70人ほ ど だ か ら ， 若干の大学院
生 に 対す る 講義 を 考 慮、 し て も ， 少 し 講義時 聞 が 多す ぎ
て ， 計 算 が合わ な い 様 な 気 がす る が， そ う い う 話で あ
っ た 。 若 い 助 手 の 人 は ， 他の 系 （ た と え ば化学系 ） に
対 す る 物理 の 講義 を し て い る か ら ， 話が合 う のか も 知
れ な い 。 皆， 講義や学生実験 の指導や そ の 準備がか な
り の 負 制 と な っ て い る 様 だ っ た 。
学期 末に は 試験 が行 わ れ る 。 l 科 目 に 追試 が 2 回 あ
り ， 5 回 追試 を 受 け た 学 生 は ， 単位 は そ ろ っ て も ， 卒
業 で き な い 。 し か し ， そ う い う 学生 の 数は 少 い 。 米 国
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の教育 事情に も 詳 し い 陳 水教授 は ， 中 国 の大学教育 は ，
入学者 は な ん と か し て 卒業 さ せ る と い う 方 針て＼ 教師
に 対 し てdemanding （ 要求の き び し し 、 ） な シ ス テ ム で
あ る と 言 っ て い た 。 ア メ リ カ は 出 来 な い 学 生 は ど ん ど
ん f l unk out （ 退学 ） さ せ て 行 く ， 即 ち ， 学生 に 対す
る demanding な 教育 シ ス テ ム で あ る 。 日 本 の大学は ど
う か と 陳水先生 に 聞 か れ た 。 日 本 の 多 く の 大 学 で は ，
出 来 な い 学生 も そ の ま ま 卒業 さ せ て 行 く と 私 は 答 え た 。
日 本 の 大学 は 教師 に 対 し て も 学生 に 対 し て も non -de­
manding な シ ス テ ム であ る と 私は 思 う 。
( 3 ） 学生実験
興味があ っ た の で， 実験装置や， 実験 し て い る 様子
を 見学 さ せ て も ら っ た 。 1 年か ら 4 年 の前期 ま で， 1 
週間 に 1 回 （ 時 に は 2 回 ） ， 午後行 わ れ る 。 1 年 2 年
は 一般 物理実験 で， 日 本 での教養課程での基礎実験に
あ た る 。 同 じ 装 置 が数台 そ ろ っ て い て ， 1 台 2 ～ 3 人
電子回路実験 （電子部分が四 角 の ブ ロ ッ ク ではめ絵の よ
う に し て 電子回路 を組立て て い る ）
で使 う 様に な っ て い る 。 3 年 で は ， 電子 回 路 を 主体 と
す る 実験 と な る 。 こ れ は I c .  ト ラ ン ジ ス タ ー ， 抵抗，
コ ン デ ン サ 一等 が， 四 角 の ブ ロ ッ ク に つ け て あ り ， そ
れ ら を は め絵の 様に 組合せ て 行 け ば， 電子－ 回路 が作 ら
れ る も の であ る 。 こ のブ ロ ッ ク は 1 ケ 30元 位 で買 え て ，
方 々 の 大学 での実験 に 使 わ れ て い る 。 大 き な 部 屋 に ，
各回路毎に ， オ シ ロ ス コ ー フ。や信号発生器が揃 え で あ
り ， こ れ を 1 人 又 は 2 人 で取扱 っ て い る 。 30 人 位 の学
生が一 斉 に 共通 の テ ー マ で実験 を 行 い ， 新 し い 回 路 を
研究 し て 行 く 。 一般物理， 電子 回 路 の 実験室 に も 実験
中 に 1 人 又 は 2 人の 教官が必ず つ い て い て ， 丁 寧 な 指
導が行 わ れ る 。
3 年 の後期か ら 4 年 の 前期 ま で は ， 近 代 物理実験学
と な る 。 こ れ は 週 1 回午前 中 の 10時か ら 昼休み を は さ
ん で午後一様行 わ れ る 。 実験題 目 を 第 2 表 に あ げ る 。
題 目 の 豊 富 さ ， 程度 の 高 さ に 驚 か さ れ る 。 2 人 1 組に
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な っ て ， l 日 で 1 テ ー マ を 仕上 げ る 。 感心す る も の ば
か り だが， こ こ では こ の 中 か ら 三つ を 選 ん で紹 介す る 。
( 7 ） の ゼー マ ン 効 果 は ， 水銀の ス ペ ク ト ルが磁場 を
か け る と 分裂す る の を フ ァ ブ リ ー ・ ペ ロ ー 干渉 計 で観
察 し 解析す る も の であ る 。 ( 16 ） の電子 ス ピ ン 共 鳴 は ，
中 空 の ソ レ ノ イ ド で弱 し 、 臨場 を 作 り ， こ れ で ラ ジ オ 波
領域での 共鳴 を 測定す る も の で あ る 。 い ず れ も よ く 出
来 て い て ， 直感 的 に 電 子 の 磁気能率 を 捉 え る こ と が 出
来 る 。 こ れ ら の 実験に 対 し て は ど こ の 大学 で も 購 入 で
き る セ ッ ト が 中 国 で市 販 さ れて い る 様だ っ た 。 ( 27 )  
は 二 原子分子A I O の電子 ス ペ ク ト ル で， こ れ は遠大特
有 の テ ー マ で あ る 。 担 当 の 女性の超講師 に 可視領域で
振動状態 に よ る バ ン ド が現れ て い る ス ペ ク ト ル を 見せ
て も ら っ た 。 始 め て こ の 有 名 な ス ペ ク ト ル を こ の 目 で
見 て ， 分光学専攻の私 は 恥か し い 思 い が し た 。
こ の 様 な 完備 し た学生実験 は なぜ可能 な の だ ろ う か 。
第 l に 指導教官が豊富 に い る こ と であ る 。 い く つ か の
実験 テ ー マ毎 に ， 学生実験の指導 に 専 念 し て い る 教官
が い る 。 又， 多 く の部屋に は ， そ の 部屋つ き の 技官 又
は 助 手 が い て ， 指導 と 設備の維持や 改良 に 留 意 し て い
る 。
第 2 に 学生 実験 の 内 容 が 中 国 の 大学の 中 でか な り 統
ー さ れて い る ら し い こ と であ る 。 私は 大連の遼寧師範
大学 で も 学生実験 を 見せ て も ら っ た が， 内 容 ， 装 置 と
も か な り 共通 し て い る 。 上述 の電イー ス ピ ン 共鳴 の 装 置
は ， 北 京 大学が 開発 し て 売 出 し て い る も の を ， ど ち ら
の 大学 で も 使用 し て い る 。 他の装置 も ， 学生実験用 と
し て 売 り 出 き れ て い る も の ら し か っ た 。 お そ ら く ， 大
半 の テ ー マ と 装 置 は ど こ の大学 で も 共通 で・， あ と は そ
の 大学 に 特徴 あ る テ ーマがい く つ か加 わ っ て い る こ と
が想像 で き る 。 こ の た め ， 実験指導が楽 に 行 え る こ と
であ る 。 日 本 の 大学では 事情 は 大 い に 異 っ て い る 。 日
本の理学部では， 教官の 主 た る 仕事は研究 であ る と い
う こ と が通 念 に な っ て い て ， 学生実験 は ， 研究の傍 ら
に た ず さ わ る い う 感 じ が あ る 。 こ の た め， 学生実験の
質 の 向 上 に ， 装 置 の 面 で も 指導 の 面 で も 今一つ 力 が 入
ら な い 。 又 ， 学生実験 の テ ーマ も 各大学の教官がぱ ら
は、 ら に テ ー マ を 考 え ， 装 置 を 作 り ， マ ニ ュ ア ル を 書 〈 。
こ の た め， 装置 を 更新 し た り 新 し い テ ー ？ を と り 入れ
た リ す る の に ， 担 当 教官に お お く の 負 担カ、か か る 。 こ
れが学生実験の 質 の 向上や種類 の 多様化 を 妨 げ て い る 。
学生実験の話のつ い でに コ ン ビ ュ ー タ 一実 習 に つ い
て ふ れ る 。 10台 の マ イ コ ン が， 実 習 用 に あ っ て ， 物理
系 の 学生 は 1 人60時間， 特 に 電子工学専攻の学生 は 120
nHd ヮ“
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時 間 の実 習 が あ る と い つ こ と だ っ た 。 私が見学 し た 時
は ， 陸軍 に 属 す る 短 大の学生達が実 習 の た め こ れ を 使
い に 来 て い て ， 遼大の先生が 2 人つ い て 指導 し て い た 。
普段の学生実習 で も 丁 寧 な 指導がな さ れ る の だ ろ う と
思 っ た 。
第二表 近代物理実 験の テ ーマ（7)
0 実験誤差正 数値処理
1 G - M カ ウ ン タ ー に よ る 原子核崩壊の統計則の験
証
2 6o Co の放射能の絶対強度の測定
3 シ ン チ レ ー シ ョ ン カ ウ ン タ ー に よ り γ 線 ス ベ ク 卜
ル の 測 定
4 吸収 法 に よ る β 線の最大エ ネ ル ギ－
5 N M R - g 因子 と 磁 気能率の測定
6 ホ ー ル効果
7 ゼー マ ン 効果
8 マ イ ケ ル ソ ン 干渉 計
9 水 素 原子 の ス ペ ク ト ル
1 0  Na 原子の ス ペ ク ト ル
1 1  ホ ロ グ ラ フ ィ ー
1 2  真空技術
1 3  X 線技術
14 電気抵抗の温度 変 化 と 減圧降温技術
15 フ ラ ン ク ・ ヘ ル ツ の実験
16 電子 ス ピ ン 共 鳴
17 マ イ ク ロ 波 の 基 本 量 の 測 定 （ 定 在波比等 ）
1 8  ミ リ カ ン の実験
19 メ ス パ ウ ワ ー効果
20 水素原子 （ H と D ） の ス ペ ク ト ル
2 1  マ イ ク ロ 波 ブ ラ ッ グ反射の実験
22 CASIO FX - 702 P 型計 算機の使用 法
23 図 形 の認識
24 二次露光法に よ る 微少変位の測定
25 光速 の測定
26 磁気光学的効果
27 A!O 二原子分 子 の電子 ス ペ ク ト ル， 振動 ス ペ ク ト
lレ
( 4 ） 受講
実 際 ど の様 な 講義が行 わ れ る か， お お い に 関心があ
っ た の で， 物理系 に お 願 い し て 分光学 と 量 子 力 学 と 物
理光学の講義に 出 席 き せ て も ら っ た 。 私の 出 席 し た 順
に 紹 介す る 。
分光学の 講義は ， 光学専業の30 名 の 学生 に 対す る 選




室 に 着 い た 。 予 め連絡 し て あ っ た の だが， 拍 手 で迎 え
ら れ た の に は 驚 い た 。 席 に つ い て 気が付い た の は ， 学
生 め 席が全員 き ま っ て い て ， し か も 殆 ん ど 全 員 が出 席
し て い る こ と だ っ た 。 8 時 丁 度 に 始業のベルが廊下 に
鳴 り 渡 る と 先生 は 教壇に 立 ち ， 生徒は 全 員 起立， 札 を
交 わ し て授 業開始 で あ る 。 そ の 直 後 に l 人 の 生徒がす
べ り 込 み， 講義が始 ま っ た 。 二原子分子の電子状態の
話で， 楕 円 座標 を 導 入 し て 話 を 進 め て 行 く 。 中 国 語は
わ か ら な い が， 黒 板 を 見 て い れば， 話の 内 容 は 見 当 が
つ く 。 5 分 後 く ら い に ， 1 人遅刻 者 。 教室 に は ド ア が
前 に 1 つ あ る だ け で恥 か し そ う に 入 っ て 来 て ， 先生 に
一言何か言 わ れ て 席 に つ い た 。 講義は50分 間 で あ る が，
フ ン ト の ケ ー ス （ a ) , ( b ） の説 明 ま で行 わ れ， 随
分進ん だ。 詳 し い 様 で も あ り ， サー ッ と や っ た様 で も
あ っ た が， か な り 本格的 な 二原子分 二f の ス ベ ク ト ルの
導 入部 が講義 き れ た 。 学生 が ど の程度理解 で き る の か
は ， 判 断 つ か なか っ た 。 私 は 真中 辺 に 席 を 取 っ て 私 よ
り 前 の方 の 学生達 を 見 て い た が， 9fi ん ど の学生は ノ ー
ト を と り ， 講義 を 熱心 に 聞 い て い る 。 し か し ， 3 人 の
学 生 は 全 く 授業 を 聞か ず ， 他 の 本 を 読 み， 或 い は ， 英
語の勉 強 を し て い た 。 8 時 50分 に ， 終業のベ ルが鳴 り ，
先 生 は へ ル 、ソベル グの有名 な 本 の 第 1 巻 を 参考書 と し
て 紹 介 し そ そ く さ と 講義 を 打切 っ た 。 私は ， 又， 拍手
を さ れ て 教室 を 去 っ た 。 こ の講義は 10分 の休 憩 の 後，
9 時50分 ま で行 わ れ る 。
量子 力 学 の講 義 は 物理系 の 4 年生全員 1 20 人 に 対す
る 講義 で大教室 で行 わ れ る 。 こ れは 席 が き ま っ て い な
い の で， 後 の席 を 取 っ た 人 は ， 講義中 も 他の こ と を や
っ て い た 。 し か し 全般 に お と な し く 講義 を 聞 い て い る
様 で あ っ た 。 ど ち ら の講 義 に も 学生 の 質問 は な か っ た 。
正 規 の 講義の 他 に 輔 導 （ フ ー 夕、ウ ） と い う 制 度 が あ
る 。 畳 間 の 講義の 後 で， 夜 に希望す る 学生 を 先生 が指
導 す る も の であ っ た 。 昼 間 の 講義 に つ い て 学生 が 色 々
と 質 問 す る の だ と 思 い ， 素晴 ら し い 制 度 だ と 思 っ た 。
し か し ， 出 席 し て み る と ， 1 2 人の学生の 中 ， 半分 は ，
英語の勉 強 を し 他 の 人 々 も ， 実験 の教科書 を 見 た り ，
他の勉強 を し た り で， 自 習時 間 を 先生が監督 し て い る
様 な 感 じ であ っ た 。 輔導 を や る の は ご く 一部の先生だ
け であ っ た が， ど う も 輔導が形式 的 に や ら れ て い る 様
な 印 象 を 受 け た 。
私 は ， こ の 時 間 を 少 し も ら っ て ， 学生 の 人 々 と 話 を
し て 見 た 。 学生達 は 興味津々 で私に 日 本の大 学の こ と
を 色 々 と 質 問 し た 。 日 本 の大学に は ど ん な 講義ーが あ る
か 。 学生 は ど 乃 位， 勉強す る か 。 何 を し て遊ぶか。 会
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社 の 初 任 給 は ， 私 の サ ラ リ ー は 等 々 。 私 の 方 か ら 聞
い た こ と の 一 つ は ， 卒業後の進路 で あ っ た 。 一番の希
望 は ， 大学院進学だが， 30 人 中 22 人希望 し て い た が，
2 人 し か受か ら な い 。 結局大半の 人 は ， 会社に 行 く こ
と に な る が， 自 分の希望 と は 殆ん ど 無 関 係 に 自 分の 進
路が決定 さ れ る 。 学生達 は そ う し 、 う 状 況 を あ き ら め て
受け 入 れ て い る 様 だ っ た 。
( 5 ） 研究
私が遼大へ来 て， 蓮大 の科学者達 と 共 同実験 を す る
こ と を 楽 し み に し て 来 た 。 予め， こ こ では ラ マ ン 分光
( C A R S ） を や っ て い る と い う 連絡 を 受 け て い た の
で， 私は 経験の な い こ の手法に つ い て 勉 強 で き る こ と
を 楽 し み に し て い た 。 し か し ， 残 念 な が ら 私 は 一度 も
こ の実験研究 を す る 機会が な い ま ま 漆 陽 を 去 る こ と に
な っ た 。 蓮大側 に 十分実験研究 に 対す る 態勢がで き て
い な か っ た た め で あ る が， こ の研究体制 の実情 と 私 の
感想、 を の べ よ う と 思 う 。
私が蓮 大 の 物理 系 を 副 主任 の ｛中玉林氏に 見せ て m い
た 最初の 日 に ， 私 は 朝 か ら 方 々 の部屋へ連 れ て い っ て
も ら い ， 見事な学生実験 を 見せ て 頂 い た 。 そ れ に つ い
て は ， す でに 書 い た 。 畳 食 の 時 聞 が来 て ， 私達は 別 れ，
私 は 大 い に 感心 し て 宿 舎に も ど り ， 宿 舎 の 食堂 で食事
を し た 。 そ の う ち に 何か 違 う な と い う 感 じ が し て 来 た 。
ど う や ら 私の机が物理 系 に は な い ら し い と い う こ と に
気 がつ き ， 次 に ， 私 は 一 つ も 研究者 の い る 実験室 を 見
て い な い こ と に 気 がつ い た か ら であ る 。
( 5 a ） オ フ ィ ス
第ー の 疑 問 は す ぐ に 解決 し た 。 蓮 大 の 先生 方 は 一 人
と し て ， 自 分の オ フ ィ ス 又 は 机 を 物理 系 の 建物 に は 持
っ て い な い の で あ る 。 ま し て ， 私の よ う な 客 員 が机 を
貰 う こ と 等あ り 得 な し 、 。 こ の点 に 関 し て ， 私は 宮教授
に 訊 ね て 見 た 。 宮教授 の 答 は ， 10憶 の 人 が住宅難 に あ
え い で い る の に ， 到底， 個 人 の オ フ ィ ス 等持て な い と
い う こ と であ っ た 。 オ フ ィ ス がな い と い う の は 間違 い
で， オ フ ィ ス は ， 自 分 の宿舎な の で あ る 。 私が見 た 他
の大学 で も 先生 の オ フ ィ ス は な い 様 だ っ た 。 中 国 の 大
学の先生 は ， 朝 食 を す ま す と 大学の研究室へ行 く と い
う ス タ イ ル では 行動 し な い 。 講義が あ れば そ の 講義 に
行 く 。 終 え れば宿舎に 戻 り ， 食事 を し ， 必要が あ れ ば
又 出 勤 す る 。 実験 系の先生 で も ， 自 分 の笑験室 を 持 た
ず ， 学 生実験室 し か持 っ て い な い 者 も 少 な く な い 。 私
が最初， 仲先生 に 見せ て 闘 い た 時 も ， し 、 く つか の 部屋
に 鍵がか か っ て い た が， そ こ が大体に お い て 研究用 の
実験室 で あ っ た 。 こ の た め， 大学 に い っ て 会 い た い 先
報
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生 に 会 う と い う 様 な こ と は ， と て も や り に く い 。 予め，
何 々 先生 に 何 々 の 用 で会 い た い と い う こ と を 物理 系 に
告げて お け ばそ の様 な ア レ ン ジ がな さ れ ， 私の オ フ ィ
ス （ 即 ち 宿舎 ） に 誰か が迎 え に 来て ， 彼に 連 れ ら れ て
然 る べ き 場所に 行 く と 然 る べ き 先生 と 会 い ， 必要な 話
が終え れ ば＼ そ れ では 又 と 言 っ て ， そ れ ぞれ 自 分の宿
舎 に 帰 っ て 行 く と い う こ と に な る 。 実験室や オ フ ィ ス
に 必ず 人がい て ， そ こ に 行け ば， い つ で も 話が 出 来 た
り 実験 が 見 ら れ る と い う ス タ イ ル に 慣 れ て い る 我 々 に
と っ て は ， こ れは 何 と も や り 難い シ ス テ ム で あ る 。 私
は こ の ス タ イ ル に な か な か な じ め ず， 何度か物理系の
建物へ行 き ， 私がそ こ で実験す る こ と に な っ て い る 実
験室へ行 っ た が， 大低 は 鍵がかか っ て い て手がか り が
掴 め な い ま ま ， 又， 自 分の 宿 舎 に 戻 る の であ っ た 。
( 5 b ） 言葉の壁
遼 大 の 先生 方 の 間 で外国 語 と し て 一 番 よ く 通 じ る の
は 日 本 語 で あ る 。 次 に 英 語 と ロ シ ア 語。 外 国語が殆ん
ど 通 じ な い 先生方 も た く さ ん い る 。
た と え ば物理系 の 4 人 の教授の う ち ， 3 人 の先生が
日 本語 を 話す こ と は 既 に 書 い た 。 50代 後半又 は そ れ以
上の先生 方 の 中 に は ， 日 本 又 は 日 本語 で教育 を 受 け た
方 が少 く な い 。 又 若 い助 手 の 中 では ， 日 本 留 学 を 目 ざ
し て 日 本語 を 勉強 し て い る 人 も 多 い 。 こ の 人達 は 日 本
語の 本 で物理 を 勉強 を し て い る の で， 聞 き と り は 不十
分 で も ， な ん と か 日 本 語 で用 が た せ る 。
次 に 50前後の 方 は ， 外国語 と し て ロ シ ア語 を 勉強 し ，
ロ シ ア 語 の本 で物理 を 勉 強 し た の で， ロ シ ア 語が読め
て ， 会話の で き る 人 も い る 。 し か し ， 40代の 人 と な る
と ， ロ シ ア 語 を 習 っ た が， そ の後， 中 国 では 外 国 語が
英 語に き り か わ り ， ロ シ ア 語 も 忘れ て し ま い ， 仕 事の
片 手 間 では 英語 も 十分 に 勉強 で き な し 、 。 そ の う ち に 文
革 と い う 空 白 の10年聞があ り ， そ の後， 気 を と り な お し
て 英語の 勉強 を 始め た が， な か な か 進 ま な い と い っ た
人 が 多 い 。 研究者 と し て 主 力 を な す べ き こ の年代層 に ，
英語の文献 を あ ま り 読 ま な い 人 が 多 い の は 一つ に は 英
語 の 力 の不足か ら 来 て い る 。 こ の 人達 と ， 意志の疎通
を は か る の は ， 困 難 で、あ る 。 簡 単 な 事項 で も 英語で紙
に 書 き ， そ れ を 辞書 片 手 に 解読 し て も ら う と な る と ，
少 し こ み 入 っ た こ と 等話 そ う と す る 時に ， 最初か ら 話
す こ と を あ き ら め て し ま う 。 勿論， 私が中 国語 を 話せ
な い の が悪 い と い われれ ば そ れ ま でであ る 。 私 も 泥縄
式 では あ る が中 国 語 の 勉 強 を 若干 し た の では あ る が，
発 音 の 難 し き に 酔 易 す る ばか り で， 仲 々 ， 実 用 ま では
行 き そ う も な い 。 共通の 言 葉が な い と い う 事情 は ， 中
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国 の学者 と の 交 流 を 大 き く 匝む障壁の一つ であ る 。
( 5 c ） 研究室 と 研究者
実験系 で私 と 接触が深か っ た 光学専攻の研究 室 に つ
い て ま ず のべ る 。 こ こ で も ， 実験室 を 見せ て も ら う と ，
そ れがた い て い 学生 実験 の た め の も の であ っ た が， 研
究 の た め の 実験 室 を 紹 介す る 。
l つ は ， 私が そ こ で働 く こ と に な っ て い た レ ー ザ一
分光の実験室 で， 超講師 が作 っ た ， ラ マ ン 分光 計 （ C
A R  S 分光 計 ） が あ っ た 。 Q ス イ ッ チ の ル ビ ー レ ーザ
ー を ベ ン ゼ ン に 照射 し ， ベ ン ゼ ン か ら 出 る 誘導 ラ マ ン
光 と ル ビー レ ー ザー光 を 水 中 に微量に 溶か し た ベ ン ゼ
ン に 照射す る 。 こ の時得 ら れ る 反 ス ト ー ク ス 光 （ C A
R S ） を 分光計で検出す る も の で あ る 。 パ ッ ク グ ラ ウ
ン ド を 落 と す た め， 二台 の 中 国 製 の モ ノ ク ロ メ ー タ ー
を 直 列 に つ な い で使 っ て い る 。 単純な 装 置 であ る が，
高感度 で あ り ， こ れ でlO P P B のベ ン ゼ ン を 検 出 し た
と い う こ と で， 論文 を 投稿 し て い た 。
私 は ， こ の装 置 で実験 を し た い と い う 希望 を 遼大に
行 く 前 か ら 述べ て あ り ， 又， 遼 大に 着 い た 直後 か ら ，
ま ず， 実験 を す る 所 を 見 た い と 希望 し た 。 し か し ， 宿
舎 で特E っ て い て ， 必要 な 時 だけ 大学へ行 く と い う 生 活
の た め， 何 も し な く て も 時 聞 が過 ぎ て 行 〈 。 何度 か私
は 実験 室へ 足 を 運 ん だが， 大低は ， ド ア に 鍵がか か っ
て い た 。 あ る 時 は ， ド ア は 聞 い た が， 中 では 人 が 本 を
言売 ん で い た 。
3 週 間 以上 も た っ て ， や っ と ル ビー レ ーザー の ル ビ
ー棒がな い た め に 実験が 出 来 な い と い う 事情がわ か っ
た 。 2 月 に ル ビ ー棒に 損傷が生 じ ， 6 月 に 上海に 修理
に 出 し ， そ れが ま だ 来 な い の で， こ の 8 ヶ 月 間実験 を
し て い な い と い う こ と で あ っ た 。 ル ビ ー棒は 1 0 月 中 に
は 出 来上 る と い う こ と で あ っ た が， 聞 く た びに 到 着 が
遅れ， 結局， 私が漆陽 を 発つ 2 目 前 に 来 た 。 私 は 一 度
も 実験 を 見 な い ま ま 洛陽 を 去 っ た 。
又 ， 別 の 1 人 の 先生 は ， 非線形 光学や情報光学 （ フ
ウ リ エ 変 換 を 利 用 し て 新 聞の縮小等 を 行 う ） を 研 究 さ
れ て い た 。 今 は 実験室 を 若 い助 手 の 人 に あ げて し ま っ
た 。 し か し ， そ の 人 が英語の勉強ばか り し て い て ， 使
っ て い な い と い う 実 験室 を 見せ て く れ た 。 大 き な 防振
台 の 上に ， 大 き な ミ ラ ー マ ウ ン ト が い く つ か並べ て あ
っ た 。
又， 別 の 1 人 の 先 生 は ， 種々 の 金 属 の 蒸着膜 を か ラ
ス 上 に 作 り ， 特徴 の あ る 分光透過率 を 持 っ た ガ ラ ス を
作っ て い た 。 こ の 方 は ， 応用 に 徹 し て い て ， い く つ か
特許 を 持 っ て い る ら し か っ た 。 こ の 辺 り が， 研究 を し
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て い る 研究室であ っ た 。 光学専攻に 十数名 の ス タ ッ プ
の い る こ と を 考 え る と ， こ の 研究活動 は ， あ ま り 活発
と は 言 え な い 。
半導体器件の専攻 も ， 曽 っ て優秀 な女性の研究者が
い て 研究活動 が活 発 であ っ た が， そ の 人が他 の研究所
へ移 っ て か ら は 余 り 活 発 な動 き は な い と い う 話 で あ っ
た 。 仲玉林氏 も ， 研究 は 会社て”行 っ て い る と い う こ と
であ っ た 。 無線電電子 ても ， 優 秀 な 方 が 自 分 で研究所
を 作 っ て ， 大勢 の 人 を ひ き つ れ て 行 っ て し ま っ た と い
う 話 を 聞 い た 。 現在の所， 実験系 で は 活 発 な 研究 活動
が乏 し い 様 で あ っ た 。
物理専攻の 中 では ， 宮先生の研究室が理論 の 面 で活
発 な 研究活動 を 行 っ て い た 。 こ の グルー プ は 原 子 及 び
亜原子 と 称 し て ， 宮 教授 の も と に ， 若手の副 教授や講
師 が 中心 と な り ， 素粒子論， 原子衝突の理論， 及 び一
部 の 実験 を 包合 し て い る 。 毎週一回ゼ ミ ナー ルが聞か
れ， 私 も 言葉 は 分 か ら な い な が ら ， こ れに 参加 し て い
た 。 論文紹 介や， 自 分の仕事の進捗状況の紹介が あ り ，
活 発 な 議論が行 わ れて い た 。 こ の グルー プ は 中 国 の 中
で も 高 い 評価 を 受け て い て ， 千 副 教 授 は ， 日 本の レ ベ
ル で考 え て も 高 額 な 科学研 究費 の 交 付 を 受 け て い た 。
同 氏は ， 広 島 大 学 で博士号 を と り 日 本 の研究 者 の 間 で
も よ く 知 ら れて い る 。
( 5 d ） 研究者 と し て の 意識
ラ マ ン 分光の実験は ， 昨 年 は 毎 日 の様 に 夜 ま でや っ
て い た と い う 話 を 聞 い た 。 私の行 っ た 時 期 が悪か っ た
の か も 知 れ な い 。 実験室 を 譲 り 渡 し た 先 生 も ， よ く 実
験 を や る と い う 評判 で あ っ た 。 し か し ， こ れ ら の先生
に し て も 自 分が研究者 で あ る と い う 意識が稀薄 で あ る
様 に 思 わ れ る 。 他の 多 く の 先 生 は ， 教育 に 重 点 を お い
て い て ， あ ま り 研究 を し て い な い様 に 見 え た 。
研究活動が活 発 で な い理由 は， 色 々 あ る 。 研究 設備
が貧 弱 な こ と ， 情報交換の乏 し い こ と 等 がす ぐ あ げ ら
れ る 。 こ れ は 否 定で き な い が， 一 番 の 問 題 は ， 先生方
に ， 自 分が研究者 で あ る と い う 意識が乏 し い こ と だ と
私は 思 う 。 教育が 第 ー で， 研究 は や り た い 者がや る と
い う 大学全体の風潮が あ る と 思 う 。 こ の 風潮が個 人 に
反 映 し て い る 。 富先生が 「 問題 は 金 では な い ， ど ん な
条件 で も 研究 を す れ ば， ト ッ プ レ ベ ル と 云 え な い ま で
も ， そ の 人 な り の独特の ピ ー ク で仕事は 出 来 る は ず だ」
と 言 っ て お ら れ た が， 私 も そ の 通 り だ と 思 う 。
こ の様 な 話 を す る 時， い つ で も 思 い 起 こ さ ねば な ら
な い の は ， 1 965年 頃か ら 10年間 続 い た 文化大革 命 の 空
白 で あ る 。 先生方 と 話 を し て い る と ， こ の 間 は ， 誰 も
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が全 〈 研究 と 関係 の な い仕事 を 強制 さ れ， 或 い は 半年，
或 い は 2 年 間 と 軟禁 さ れ た 方 々 も 多 い 。 研究は持 続 し
た 意識の 集 中 を 必要 と す る か ら ， こ の空 白 が研 究 活動
に 与 え た 影響 の大 き さ は 容易 に 想像 さ れ る 所 であ る 。
若 い 世代 に つ い て 私 が残 念 に 思 っ た こ と は ， 大学院
を 出 た て の優秀 な助手達が， 若 干 の 講義 と ， 外 国 留 学
を 目 指 し た語学の勉 強 に 自 分 の 時 間 を 費や し ， 殆 ん ど
研究 し な い こ と であ っ た 。 そ し て ， そ れが 自 他共 に 当
然 な こ と と し て 受 け 取 ら れ て い る こ と で あ っ た 。 伸 び
る 芽 が， そ の 場 所 を 与 え ら れ な い ま ま ， i周 ん でい し ま う
の では な い か ， 見て い て 痛 々 し い 気が し た 。
( 5 e ） 教育 と 研究
私は ， 4 年生 ま での 講義や学生実験が素晴 ら し い こ
と を 既 に のべ た 。 し か し ， 大学院での研究活動 は ． 結
局， 先生が研究 し て い る 範囲 に 止 ま る か ら ， 先生の研
究活動が不 活 発 で あ る 時 は ， そ れ が そ の ま ま 大学院学
生の研究活動 に 反映 し ， 学生が そ の能 力 を 十分 に 伸ば
せ な い こ と に な る 。 （ 話 は， 我 々 に つ い て も 言 え る こ
と であ る 。 ）
( 5 f ） 世 界 銀行
中 国 では ， 今， 世 界銀行か ら 多額 な 金 を 借 り て ， 、
れ に よ り 大学 の 質 の 向 上 を は か る 計画 を 実 施 中 で あ る 。
第一期 は ， 重 点 大学28校が一校 当 り 数百万 ド ル の 金 を
支 給 さ れ た 。 こ れ は， 主 と し て ， 実験設備 の 購 入 に あ
て ら れ， 計算機， 液化機， レ ー ザー， 各種 の 高 価 な 測
定器等の最新鋭機が一挙に 各大学に 出 現す る こ と と な
っ た 。 こ の 計 画 は ， 来年 か ら 第 二期 に 入 り ， 遼 大 ク ラ
ス の 大学が対象 と な る 。 蓮大 で も 来年は 210万 ド ルの
金の導 入 を 予定 し て い て ， 物理 で も 50万 ド ル程度 を 予
定 し て い て ， 装 置 の購 入 を 計画 し て い る 。 お そ ら く 1
～ 2 年後 に は ， 最新鋭の レ ーザー と 測定器が， レ ーザ
一 分光の実験室 内 に 威容 を 誇 る こ と と な る だ ろ う 。
こ の計 画 で設備は 一挙 に 近代 化す る が， よ い研究が
出 て 来 る に は ， か な り 時 聞がか か る と 思 う 。 ま ず研究
し て い る 人が い て ， そ の 人 が必要 な装置 を 買 う と い う
のが本来の順序 であ る 。 今の 中 固 め計画は ど ち ら か と
い う と ． ま ず 金 が来て， き て 金 があ る か ら 装 置 を 買 L 入
そ れ で何 かやれ る 実験 を 探 そ う と い う 逆 の順 序 に な っ
て い る 。 し か し こ う い う 試 行錯誤 を 経て ， 研究が進ん
で行 く の で， そ の 成 り 行 き を 長 い 眼 で見 る 必要が あ る
の だ ろ フ 。
9 外事処
中 国 の大学， 研究所， 或 い は 市役所 と い っ た 組織 に
は ， 必ず 外事処又 は 外事弁公室 （ 外弁 （ ワ イ パ ン ） と
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い う ） が あ り ， そ れが， 客の接待 を 取 り し き っ て い る 。
外弁に は 有能 な 事務官が い て ， 金 も 力 も 持 っ て い る 。
大学 に 客があ れ ば， 外弁の金で豪華 な 食事に招待す る
こ と も 出 来 る 。 外弁 は 宿舎 を 管理 し て い て ， 客 も 泊 め
る こ と も 出 来 る 。 私の 日 々 の生活や ス ケ ジ ュ ー ル は 全
部 外弁の管轄下 に あ る 。 外弁 に 独立 に は ， 殆 ん ど 行動
は 出 来 な い が， 外弁 を 通せばすべ て 外弁 の 費 用 で賄 っ
て く れ る と い う こ と に な る 。
私は 帰 国 に 際 し て 北京 一 合 肥 上海 と い う 1 1 日 閉 め
旅 行 を 計画 し た 。 こ の う ち ， 合 肥 は 合肥光学精密機械
研究所の招待で あ っ た 。 北京 と 上海 で は ， 私 は 行 き た
い 研究所 と ， 会 い た い研究者があ っ た 。 こ う い う 旅行
の希望 を 出 す と ， 外弁 は 物理教室 と 連絡 を と り ， 先方
と 密接 な 連絡 を と り ， 旅 費 や宿泊 費の分担 を 決め， 旅
行 の ス ケ ジ ュ ー ル を 作 り 直 す 。 一旦 こ の ス ケ ジ ュ ー ル
が 出 来 る と ， あ と は ， 行 く 先 々 で， そ こ の 外弁 の事務
官や 又 は 世話 を し て く れ る 研究 者が空港や駅 ま で出 迎
ふ 最後 は 又 見 送 っ て く れ る 。 外 国 人 が独力 て切 符 を
買 う の は 大変 ら し し 又 ， 普通の ホ テ ルは 恐 ろ し く 高
い 。 そ の 土地の 外弁の指示 に 従 ぃ， は じ め て ス ム ー ズ
で快適 な 旅行が 出 来 る 。 又， 私 の 1 1 日 閉 め旅行 は ， 遼
大 の 若 い 助 手 の 司 金海氏がず っ と 付い て く れ て ， 切 符
の 購 入， 種々 の 連絡， ホ テ ルや レ ス ト ラ ン の 支 払 い 等
一切の世話 を し て く れ た 。 私 は 旅 を 楽 し ん で さ え い れ
(;f' よ か っ た 。
富 山 大学 に お い て も ， 中 国 か ら の学者の受入れが増
す と 思 う が， 我 国 に は 外弁 と い う 事務 も な い し ， 外弁
の た め の 金 も な し 、 。 教官数 も 少 な い 。 日 本 の 情 を 考
え る と ， 中 国 で我 々 が受 け る 様 な 接待 は ， 日 本 では 出
来 な い と 思 う 。 そ の 代 り ， 日 本 では研究の面 で大 い に
便宜 を は か る こ と が 出来 る 。 こ の辺， 日 本或 い は 富 山
大 と し て の 日 本 の現状 に 適 し た 原 則 を き め て お く 必要
が あ る 様に 思 わ れ る 。
10 留 学生
遼大に は 外 国 人留学生がい て ， 中 国語 を 勉 強 し て い
る が， 数 と し て は 日 本 人 が断 然 多 く 30 人近 く い た 。 ア
メ リ カ ， ド イ ツ， オー ス ト ラ リ ア 等か ら も 来 て い た 。 留
学期 間 は ， 1 年 聞 の 人 ， 2 年 間 の 人半 々 位 で， 私費 の
人， 国 費 の 人半々 位であ る 。 今， 留学生の 1 年 聞 の 費
用 は ， 授業料 と 宿 舎費 合 わ せ て ， 5 , 000元 で 食 費 は 別
に か か る 。 食費 も 含め て毎 月 200元 あ れ ば楽 に 暮せ る 。
往復の旅費 を 別 に し て ， 1 年 間7 , 000～ 8 , 000元 （ 50万
円 ） で， 中 国 での 留学 生 生 活が出 来 る 。 短 大 を 卒業 し
た 人， 4 年 生大学 を 休学 し て い る 人， 卒業 後 の 人， 会
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社 か ら 来 て い る 人， 修士 を 休学 し て い る 人 ， 修士 を 終
え た 人， 博士 を 休学 し て い る 人， 郵便局 に 永年勤め た
後 で来 て い る 60近 い 人， 様 々 な年代， 種 々 な 個 性 を 持
っ た 人 がい る ， 食 堂 で い つ も 顔 を 合せ て い て 少 し ず つ
付 き 合 い も 深 く な っ て行 っ た 。 こ の 人達は 学業以 外 に
も 活発 な 活動 を し て い た が こ れに 関 し て は やや こ の文
章 の範囲 を 逸脱す る の で， こ こ では ふ れ な い 。
1 1  私の生活
専家楼 と い う 外 国 人教師や研究者 の た め の 鉄筋 3 階
の宿舎に 私は 住 ん でい た 。 10畳位の大 き き の部屋が二
つ あ り ， 一室 は 居 間 で， 他の一室は寝室であ る 。 居 間
に は 来客 用 の ソ フ ア ー が あ り ， 戸棚や カ ラ ー テ レ ビ も
あ る 。 寝室 に は ベ ッ ド ， 大 き な 勉強机， 洋服 ダ ン ス が
あ る 。 床 に は ジ ュ ー タ ン が敷い で あ る 。 窓 は 二重 窓 で，
暖房は ス チ ー ム であ る 。 廊下 を 隔 て て パ ス ルー ム があ
り ， 専 用 の パ ス ， ト イ レ が あ る 。 私は ， 最初， 一 階 に
い て ， 後 に 二階 に 移 っ た が， 南 向 き の 二 階 の 窓 か ら は
葉が半分黄色に な っ た 高 い ア カ シ ヤの 木が 見 え た 。
食事は 留 学生 食 堂 で行 う 。 朝 が 7 : 10か ら ， 畳 は 12
: 00か ら ， 夜 は 5 : 20か ら で あ っ て ， そ れ ぞれ40分位
で終 え て し ま っ 。 三 食 と も お か ず は 二皿以上た っ ぷ り
出 て ， 朝 は か ゆ ， 畳， 夜 は 主 に 御 飯 で， 夜 は ビ ー ル も
も ら え る 。 こ の 食事に は 私 は す っ か り 満 足 し て い た 。
宿舎費 も 食費 も ， 私は 全部只 で， 他 に 十 分 な 生 活 費 を
も ら っ た 。
富 山 大 と 遼大の協定の よ い 所 は ， 講義の義務 が特に
な い 所 で， 研究 に 打込め る こ と であ る 。 最初 に 顔 見せ
に 3 時間程， 先生や学生 の 前 で， レ ー ザ一分光の講演
を し た の と ， 後 で何かや っ て く れ と 言 わ れ て ， 光学専
攻の先生方 の 前 で， 2 日 間， 午 後 3 時 間程， 自 分の仕
事 を 中 心 に し て ， レ ー ザ一分光の話 を し た だけ で， 学
生向 き の 講義 は か ん べ ん し て 貰 っ た 。 あ と 毎週土 曜の
午 前 中 ， 宮研究室の ゼ ミ に 参加 し て ， 自 分の仕事か ら
ト ピ ッ ク ス を 選 ん て、行 っ て ， そ れ に つ い て 話 し た 。 話
は ， す べ て 日 本語で話 し ， 千文甲 先生 （ 一度 は 陳水先
生 ） が通訳 し て く れ る の で， 何 と も 楽 で あ っ た 。
9 月 の 末に 溶 陽 に つ い た が， 1 0 月 1 日 の 国慶節 の 前
と ， 新学期 開始直後 と 重 な り ， 着 い た 当 座 は ， よ く パ
ー テ ィ ー があ っ た 。 留 学生招待の 3 泊 4 日 の丹 東旅行
に 参加 し た の も 楽 し い思 い 出 で あ る 。 日 曜 に は ， 市 内
遊覧や近所の 名 所 旧跡の観光 に 大学 の 車 で、連 れ て 行 っ
て も ら っ た 。 そ う い う 意味 では 至 れ り 尽せ り であ っ た 。
特に 物理系 の 多 く の先生 に は 暖か く 迎 え て い た だ き ，
一 緒 に 食事 を し た り ， 又， 家 に 招 待 し て 頂 い て 歓談 し
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た り で， と て も 気持 よ く 暮す こ と が出 来 た 。 又， 宿舎
に も 物理系 の 方 々 が夕 食 後訪 ね て 来 て下 さ り ， 歓談す
る こ と が出 来 た 。 私 は 中 国 に つ い て ， 遼大 に つ い て 知
り た い こ と で一杯だ っ た の で， い つ も 会話か ら 新 し い
こ と を 知 り ， 付 き 合 い が楽 し く て な ら な か っ た 。 こ れ
ら の 会話が 日 本語で出 来 る と い う の は何 と も 有難 い こ
と であ っ た 。
最後に ， 私の遼大滞在が快適 だ っ た の は ， 千文 甲 副
教授 の 人柄 と 暖か い 心遣 い に よ る 所が大 き い 。 改 め て
感謝 し た い 。 千先生 は常 に 明 日 を 信 じ て い る 楽天主義
者 で あ る 。 千 先生 の 次の 言葉が忘 れ ら れな い の で， 最
後 に ， こ の 言 葉 で し め く く り た い と 思 う 。 「 中 国 人 1 2
憶が， 日 本 人 の様 に 能率主義 でや っ た ら ， 何 で も 世 界
ー に な っ て し ま っ て ， 世 界 中 が困 る で し ょ う り
末尾 な が ら ， 中 国への往復の旅費 を 援助 し て 下 き っ
た 田 村科学技術振興財 団 に 心か ら お 礼 申 し 上げ る 。
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25 日 学部卒業証書並 び、に 文学専攻科修 了 証書授
本 部 ｜ 与 式
学部卒業， 文学専攻科修 了 祝賀 会
3 月 1 日 学 内 囲碁 大 会 （ 於 ： 富 山 県 民会館 8 階 キ ャ ッ ス ル ）
4 ～ 5 日 富 山 大学 入学者選抜 試験
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済 会館 ） 学部補導委 員 会
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福井大学 ） 教授 会
12 日 第 5 回大学院委 員 会 人事教授 会
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13 日 富 山 大学 入学者選抜試験合格者発表 13～ 19 日 ス キ ー II 実 習 （ 於 ： 志 賀 高 原発哨 ス キ ー場 ）
14 日 退職予定者 と の 懇談会 14 日 附属幼 稚 園 卒業式
1 5 日 学内 将棋大会 1 5 日 附属小学校卒業式
18 日 7 回 入学者選抜方法研究委 員 会 1 7 日 附 属 中 学校卒業式
20 日 第 9 回事務協議会 18 日 附属幼稚園 第 3 学期修業式
22～ 25 日 理学部物理学科第 2 次募 集 入学願書受付 20 日 大学院設置準備委 員 会
24 日 会計係長会議 退官者送別 会
第 22 回廃 水処理室運営委員 会専 門 委 員 会 （ 於 ： 名 鉄 ト ヤマ ホ テ ル ）
25 日 昭 和 60年度卒業証書， 修 了 証書並 び に 修士 附 属 中 学校第 3 学期修業式
学位記授与 式 （ 於 ： 富 山 市公 会堂 ） 22 日 附属小学校 第 3 学期修業式
名 誉教授 と の懇談会 （ 於 ： 富 山 市 公 会堂 ） 附属養護学校 第 3 学期修業式
26 日 第 2 回廃水処理室運営委員 会
27 日 構 内 交通対策委 員 会
27～ 29 日 富 山 大学 入学手続 経 済 学
29 日 理学部物理学科第 2 次募集合格者発表
3 月 4 日 学部図 書委員 会
昭和 6 1年 度私 費 外 国 人 留 学生 入学試験選考
文 学 委 員 会
3 月 7 日 夜 間 主 コ ー ス に 関 す る 教養部 と の 合 同 会議
3 月 4 日 入学者選抜方法検討委員 会 3 月 1 1 日 学部教務委員 会
7 日 授 業 時 間割 担 当 者 会議 拡大教務委員 会
1 1 日 教授会 人事教授 会
17 日 事務連絡会 教授 会
- 37 -
昭和61年 4 月 l 日 発行
各 種委員 選考委 員 会
学部補導委員 会
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エ AーLテ色
3 月 3 日 学科主任会議
10 日 入学試験検討委員 会
1 1 日 教授会
工学研究科委 員 会
専任教授会
1 3 日 選考委員 会
学部教務委員 会




1 3 日 l� 書委 員 会
1 3 ～ 19 日 ス キ ー実留 （ 於 ： 志賀 高 原 発晴 ス キ ー 場 ）
26 日 予 算 委 員 会
教務委 員 会
夜 間 主検討委 員 会
人事教授 会
教授会
附 属 図 書 館
3 月 3 日 係長事務打合せ会
10 日 地 図情報室小委 員 会
26 日 第 6 回 附属 図 書館商議会
28 日 電算化 ワ ー キ ン グ グ ルー プ打合せ
東京 大学文献情報 セ ン タ ー と オ ン ラ イ ン 接
続
ト リ チ ウム科学セ空勺
3 月 1 日 第 4 回 ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー 運営委員 会
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保健 管 理 セ ン タ ー
3 月
2 ～ 3 日 昭和 60年度北陸地 区 国 立 5 大学合 同健康増
進合宿セ ミ ナ ー （ 於 ： 極楽坂 ス キ ー場や ま
ふ じ 山荘 ）
3 月 4 日 視聴覚教育 委 員 会
5 日 補 導 委 員 会 ｜ 経営短期大学
教務委員 会
教授会 3 月 6 日 教授会
人事教授会 19 日 将 来構想委 員 会 （ 経済学部 と 合 同 ）
7 日 夜 間 主 コ ー ス に 関す る 経済学部 と の合 同 会 20 日 教授会
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10 日 夜 間 主検討委員 会 25 日 経営短期大学部2'（業証書授 与 式
1 2 日 施設整備委 員 会 （ 於 ： 富 山 市 公会堂 ）
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資 料
昭和60年度卒業 （修了） 者数
－ 学 部 昭和61年 3 月 25 日 付
品寸ん」 音E 学科 （ 課程 ） 卒 業 者 数





三ロ五ロ A寸ムゐー 文 寸＂＂－与 科 7 5  
言十 156  
小 学 校 教 員 養 成 課 程 1 38 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 43 
教
育 学部 養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 20 
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 28 
計 229 
経 i斉 A寸Uー． 科 101 
経 斤晶'4 主寸且ー， 科 1 08 
経済学部
法 科経 点邑且． ρ寸
ゐー 63 
言十 272 
数 学 科 28 
物 理 ぶ寸旦ー． 科 29 
化 A十,... 科 34 
理
学
部 ふ寸坦ー． 科生 物 23 
地 E求 科 主十主． 科 24 
計 138 
電 気 工 且寸ιー 科 50 
工 業 化 会7主4一 科 31 
金 属 工 寸A且占． 科 27 
工
学
部 機 械 工 寸A且ー， 科 36 
生 産 機 械 工 学 科 37 
化 A寸，，，」 工 十A主ゐ 科 28 
電 子 工 十よu与 科 39 
言十 248 
メ口入 百十 1 , 04 3  
－ 大学院 昭和61年 3 月 25 日 付
研 究 科 専 攻 修 了 者 数
数 ：ふ守主£一． 専 攻 2 
物 理 品寸aー． 専 攻 7 




生 物 学 専 攻 3 
地 球 科 学 専 攻 2 
計 20 
電 気 工 学 専 攻 6 
工 業 化 学 専 攻 1 1  
金 属 工 学 専 攻 1 0  
機 械 工 学 専 攻 2 
工学研究科 生 産 機 械 工 学 専 攻 4 
化 学 工 学 専 攻 4 
電 子 工 学 専 工 5 
言十 42 
ム口、 五十 62 
－ 専攻科 昭和61年 3 月 25 日 付
専 攻 科 修 了 者 数
文 学 専 攻 科 10 
教 育 専 攻 科 3 
経 済 学 専 攻 科 。
ム口、 計 13 
－ 経営短業大学部 昭和61年 3 月 25 日 付
専 工女 卒 業 者 数
経 営 管 理 専 攻 39 
経 営 法 律 専 攻 30 
ム口、 言十 69 
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昭和61年度授業 日 程 表
前 学 期 後 学 期
学部等 夏 季休業 冬季休業 備 考
授業 （ 補講 を 含 む ） 期 末試験 授業 （ 補 講 を 含む。） 期 末試験
4 / 11～ 7 /14, 9 / 1 ～ 9 /13 9 /16～ 9 /29 7 / 15～ 8 /31 10/15～ 12/23, 1 /12- 2 /18 2 /19～ 2 /27 12/24～ 1 /10 
教 養 部
4 /11～ 7 /10, 9 / 1 ～ 9  /18 9 /22- 9 /29 7 /11～ 8 /31 10/15～ 12/23, 1 /12- 2 /18 2 /21～ 2 /27 12/24～ 1 / 10 経済学部夜間主 コ ー ス
集 中副1院r義／ ／ ノ人文学部 4 / 14～ 7 / 12, 9 / 1 ～ 9 / 13 7 / 13～ 8 /31 10/13～12/20, 1 /12～ 2 /14 12/21～ 1 /11  H～～ ！���� 
16- ��21 
教育学部 4 / 7 ～ 7  /16 7 /17～ 7 /23 7 /24～ 8 /31 10/20～12/20, 1 / 8 ～ 2 / 14 2 / 16～ 2 /21 12/21～ 1 / 7  教育笑習 9/ 1 ～ 10/ 18 
経済学部 4 / 9 ～ 7 / 15, 9 / 1 ～ 9 / 9  9 / 10～ 9 /19  7 / 16- 8 /31  10/15～12/23. 1 / 7 ～ 2 / 13 2 / 14～ 2 /23 12/24～ 1 / 6 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 10/14 
理 学 部 4 /14- 7 I 12, 9 / 1 ～ 9 /13 7 /13- 8 /31 10／削2/23, 1 / 12- 2 I 14 Mい ／11 物2地理線J学科基学学礎三実
実験E験j�：！～二j�tl
工 学 部 4 /14～ 7 /12, 9 / 1 ～ 9  /20 7 /13～ 8 /31 10/17～12/25, 1 /12～ 2 /21 12／旬、 1 /11 
経営短大 4 / 11- 7 /19, 9 / 8 ～ 9  /13 9 /16- 9 /20 7 /21～ 9 / 6  10/ 1 ～ 12/23, 1 / 9 ～ 1 /31 2 / 2 ～ 2  I 7 12/24～ 1 / 8 
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
- 40 一
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5-18
電 話 （ 24) 1 7 5 5 f代）
